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真
夏
の
よ
う
な
日
差
し
が
照
り

つ
け
る
中
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
大
き

な
歓
声
が
響
き
、
懸
命
に
競
技
に

取
り
組
む
国
際
生
の
姿
が
多
く
見

ら
れ
た
。
綱
引
き
で
は
皆
で
タ
イ

ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
な
が
ら
力
を
振

り
絞
り
、
互
い
に
声
を
か
け
合
っ

て
い
た
。今
年
か
ら
始
ま
っ
た
借
り

物
競
走
「Hunting Race 202４

」

は
、
ひ
い
た
カ
ー
ド
に
書
か
れ
て

あ
る
お
題
（
人
物
）
を
ハ
ン
テ
ィ

ン
グ
す
る
競
技
。「
あ
な
た
の
好

き
な
人
」
と
い
う
カ
ー
ド
で
校
長

先
生
を
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
す
る
生
徒

も
お
り
、
団
席
や
保
護
者
席
は
大

き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

午
後
は
各
団
の
応
援
合
戦
で
幕

総
合
優
勝
発
表
の
瞬
間
、
喜
び
を
爆
発
さ
せ
る
朱
雀
団

　

第
６０
回
体
育
大
会
が
６
月
１２
日
、「
焔
（Blaze

）
～
燃
え
上
が
れ
！
国
際
魂
‼
～
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
行
わ
れ
た
。
赤
青
白
黄
の
４
団
が
総
合
優
勝
を
目
指
し
、
競
技
や
応
援
の

他
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
衣
装
の
各
部
門
で
全
力
で
競
い
合
っ
た
。【
山
藤
亜
純
】

朱
雀
団
総
合
Ｖ

朱
雀
団
総
合
Ｖ

　

新
年
早
々
か
ら
北

陸
を
襲
っ
た
能
登
半

島
地
震
。
私
た
ち
の

生
活
に
大
き
な
影
響

多
く
、
現
地
へ
行
く
方
法
も
限
ら
れ
る
。
ま

た
、
被
害
が
大
き
か
っ
た
能
登
半
島
で
は
今
も

余
震
が
起
き
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
危
険

性
も
あ
る
。
が
、
募
金
に
は
時
間
も
か
か
ら
な

い
し
、
現
地
へ
行
く
必
要
も
な
い
★
そ
し
て
、

地
震
に
対
す
る
備
え
だ
。
前
述
し
た
よ
う
に
未

だ
に
小
さ
な
地
震
が
起
こ
っ
て
お
り
、
ま
た
い

つ
大
き
い
地
震
が
来
る
か
は
誰
に
も
わ
か
ら
な

い
。
昨
年
の
夏
に
新
聞
部
が
作
っ
た
特
集
で
富

山
地
方
気
象
台
に
取
材
し
た
際
、
富
山
で
大
地

震
が
起
こ
る
可
能
性
は
呉
羽
山
・
砺
波
平
野
断

層
帯
で
３0
年
以
内
に
３
％
以
上
、
津
波
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
の
あ
る
海
域
で
の
地
震
は
３
～

2６
％
未
満
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
比

較
的
地
震
が
少
な
い
と
さ
れ
た
富
山
で
も
可
能

性
は
排
除
で
き
ず
、
そ
う
な
っ
た
場
合
に
完
全

に
被
害
を
防
げ
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
に
等
し
い
。

防
災
よ
り
「
減
災
」
が
重
要
と
な
る
★
高
校
生

に
で
き
る
「
減
災
」
に
は
、
家
族
へ
の
呼
び
か

け
、
災
害
時
の
対
応
、
避
難
所
の
確
認
や
家
具

の
固
定
、
防
災
バ
ッ
グ
や
食
料
、
飲
料
水
の
備

蓄
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、「
自
助
」
や
「
共
助
」

の
意
識
も
大
切
に
な
る
。
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
地
震
。「
減
災
」
の
た
め
の
日

頃
か
ら
の
備
え
が
必
要
だ
。
そ
し
て
、
被
災
者

の
心
に
寄
り
添
っ
て
募
金
を
行
っ
た
り
、
復
興

が
少
し
で
も
早
ま
る
こ
と
を
祈
っ
た
り
す
る
こ

と
を
実
践
し
た
い
。【
村
野
天
飛
】

デコ優勝した黄麟団のパネル

応
援
優
勝
し
た
青
龍
団
の
演
技

出
発
式
に
臨
む
生
徒
達

＝
富
山
空
港　
　
　
　

　

１
年
１
・
2
組
（
国
際
英
語
コ

ー
ス
）
の
５１
人
は
、
７
月
１１
日
に

ア
メ
リ
カ
語
学
研
修
に
出
発
し

た
。
一
行
は
2７
日
ま
で
の
日
程

で
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

近
郊
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
な

が
ら
、
Ｐ
Ｓ
Ｕ
（
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

州
立
大
学
）
で
の
英
会
話
の
授
業

や
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
な
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な
し
て
英
語
力

夏
の
陣 

大
舞
台
に
挑
む

　

こ
の
夏
も
国
際
高
か
ら
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
放
送
、
新
聞
の
三
つ
の
部
活
動
と
、
個
人
登
録
の
体
操
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、

弁
論
、
吟
詠
、
水
泳
の
五
つ
の
部
門
が
全
国
の
大
舞
台
に
挑
む
。

小
田
さ
ん・森
さ
ん・若
田
さ
ん

２
部
門
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

全
国
総
文
祭
に２８年

連
続
出
場

バドミントン部

新聞部

第 ６０ 回
体育大会

８つの部いざ全国へ８つの部いざ全国へ

開
け
。
各
団
の
個
性
が
光
る
息
の

合
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

し
た
。
応
援
優
勝
し
た
青
龍
団

（
青
団
）
は
、
力
強
い
演
舞
や
切

れ
の
あ
る
ダ
ン
ス
で
観
客
を
魅
了

し
た
。
応
援
団
長
の
東
寛
菜
さ
ん

（
３７
Ｈ
）
は
「
見
て
く
れ
る
方
が

笑
顔
に
な
れ
る
、
楽
し
い
思
い
が

で
き
る
応
援
に
し
よ
う
と
い
う
思

い
で
踊
っ
た
応
援
は
、
本
番
で
一

番
楽
し
く
笑
顔
で
で
き
た
。
応
援

優
勝
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
」

と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

総
合
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
の
は

朱
雀
団
（
赤
団
）。
団
長
の
井
上

幹
生
さ
ん
（
３８
Ｈ
）
は
「
去
年
の

先
輩
方
の
意
志
を
継
い
で
、
朱
雀

団
の
総
合
2
連
覇
を
成
し
遂
げ
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
た
。
総
合

優
勝
が
発
表
さ
れ
た
時
の
達
成

感
、
支
え
て
く
れ
た
団
員
の
歓

声
。
本
当
に
最
高
の
瞬
間
で
し

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

新
聞
部
は
、
恒
例
の
体
育
大
会

速
報
を
当
日
に
３
回
発
行
し
た
。

【
結
果
】

総　
　

合
＝
①
朱
雀
団
②
黄
麟
団

競
技
の
部
＝
①
黄
麟
団
②
朱
雀
団

デ
コ
の
部
＝
①
黄
麟
団
②
白
虎
団

応
援
の
部
＝
①
青
龍
団
②
朱
雀
団

衣
装
の
部
＝
①
朱
雀
団
②
青
龍
団

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
社
会
課
題
解
決

Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業　
発
進

向
上
を
目
指
す
。

　

富
山
空
港
で
の
出
発
式
で
、
生

徒
代
表
の
西
田
七
虹
さ
ん
（
１１

Ｈ
）
は
「
新
し
い
価
値
観
や
文
化

と
の
出
会
い
は
不
安
も
あ
る
が
、

そ
れ
を
挑
戦
と
と
ら
え
て
次
へ
の

糧
と
し
、
自
立
を
目
指
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

研
修
中
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
地

元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
体
験
や
、
オ
レ
ゴ
ン
日

系
レ
ガ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
見
学
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
川
峡
谷
日
帰
り
ツ
ア

ー
な
ど
、
多
彩
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

１
年
国
際
英
語
コ
ー
ス

ア
メ
リ
カ
研
修
に
出
発

国
際
魂

国
際
魂  

燃
え
上
が
る

燃
え
上
が
る

　

本
校
の
事
業
は
、
生
徒
が
様
々

な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
身
に
つ
け
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
適
し
た
環

境
を
自
身
で
構
築
す
る
能
力
の
獲

得
を
目
指
す
計
画
に
な
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、「
協
生
農
法

を
用
い
た
自
然
環
境
の
構
築
」
と

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
を
使
っ
た

心
身
の
健
康
の
維
持
」
の
二
つ
を

行
う
。
情
報
科
の
橋
本
先
生
に
聞

い
た
。

　

「
協
生
農
法
」
は
、
自
然
環
境

を
生
徒
自
身
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
で

作
り
、
生
物
多
様
性
を
学
校
で
実

現
す
る
。
東
館
屋
上
に
１
メ
ー
ト

ル
四
方
の
畑
を
作
り
、
セ
ン
サ
ー

や
ロ
ボ
ッ
ト
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ

て
野
菜
を
育
て
る
。
セ
ン
サ
ー
で

気
温
や
湿
度
、
日
射
量
、
土
壌
水

分
量
な
ど
を
収
集
し
、
ク
ラ
ウ
ド

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
確
認
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
生
徒
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

で
い
つ
で
も
畑
の
状
態
を
確
認
で

き
る
そ
う
だ
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
、
適
切

な
水
や
り
な
ど
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
で
実
現
す
る
。
ま
た
、
カ
メ
ラ

を
搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
定
期
的

に
巡
回
し
、
人
工
知
能
を
使
っ
て

葉
の
大
き
さ
や
実
の
種
類
、
集
ま

っ
て
き
た
生
物
を
認
識
す
る
。
こ

の
畑
を
通
し
て
生
物
多
様
性
を
実

践
す
る
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
で
適
切
な
自
然
環
境
の
構
築

れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
学
ぶ
た
め

に
犬
型
ロ
ボ
ッ
ト
ａ
ｉ
ｂ
ｏ
も
１

年
生
の
情
報
Ⅰ
の
授
業
で
実
践
済

み
だ
と
い
う
。

　

も
う
一
つ
の
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ

ー
タ
」
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

記
録
し
た
歩
数
な
ど
の
デ
ー
タ
を

使
い
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て

健
康
を
維
持
す
る
と
い
う
内
容
。

慢
性
的
な
運
動
不
足
の
状
態
を
意

味
す
る
「
フ
レ
イ
ル
」
は
国
際
的

な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
運
動
不

足
の
解
消
と
将
来
の
健
康
リ
ス
ク

を
減
ら
す
こ
と
が
世
界
中
で
実
践

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
情
報
Ⅰ

の
授
業
で
歩
数
デ
ー
タ
を
使
っ
た

分
析
を
行
い
、
昨
年
度
は
代
表
生

徒
が
慶
應
義
塾
大
学
の
イ
ベ
ン
ト

で
研
究
発
表
を
行
っ
て
い
る
。
Ｄ

Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
はApple 

W
atch

な
ど
、
さ
ら
に
多
く
の
機

器
を
使
い
、
生
徒
自
身
が
自
分
の

身
体
と
健
康
を
考
え
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
を
実
践
で
き
る
環
境
を
校
内
で

作
っ
て
い
く
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

　

「
現
代
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な

ど
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
る
だ
け

で
な
く
、
ど
う
社
会
に
応
用
さ
せ

る
か
考
え
て
実
践
す
る
こ
と
が
高

校
段
階
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
話
す
橋
本
先
生
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
本
校
は
、
今

後
は
人
工
知
能
、
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
、
セ
ン
サ
ー
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
な
ど
を
追
加
し
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
使
っ
た
社
会
課
題
の
解
決
を

学
べ
る
学
校
に
な
っ
て
い
く
。

合
に
し
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

目
標
は
と
も
に
ベ
ス
ト
１６
入
り
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
ダ
ブ
ル
ス
が

　

体
操
の
稲
川
雄
士
さ
ん
（
１６

Ｈ
）
＝
写
真
＝
は
、
６
月
１
日
に

行
わ
れ
た
県
高
校
総
体
に
お
い

て
、
平
行
棒
で
１
位
、
鉄
棒
、
跳

馬
、
吊
り
輪
、
あ
ん
馬
、
ゆ
か
の

５
種
目
で
2
位
の
成
績
を
収
め
、

男
子
個
人
総
合
2
位
と
な
り
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
た
。

　

全
国
出
場
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、

「
う
れ
し
い
と
い
う
よ
り
、
緊
張

８
月
2
日
、
シ
ン
グ
ル
ス
は
３

日
、
佐
賀
市
の
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ

イ
ズ
パ
ー
ク
な
ど
で
行
わ
れ
る
。

の
感
情
の
方
が
大
き
か
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

　

体
操
競
技
で
は
種
目
の
採
点

時
、
難
し
さ
を
測
る
Ｄ
ス
コ
ア
と

完
成
度
を
測
る
Ｅ
ス
コ
ア
に
分
け

ら
れ
る
が
、
今
は
Ｄ
ス
コ
ア
を
上

げ
る
た
め
に
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　

「
１
年
目
の
大
会
と
な
る
の

で
、
試
合
の
雰
囲
気
に
慣
れ
た

い
」
と
目
標
を
語
る
稲
川
さ
ん
は

「
い
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」
と
話
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
予
選
演
技
が

７
月
３0
、
３１
日
、
決
勝
演
技
が
８

月
１
日
、
福
岡
県
の
北
九
州
市
立

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
る
。

や
恐
怖
を
与
え
た
こ
と
は
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
。
半
年
が
経
っ
た
今
、
能
登
半
島
で
は
未
だ

に
元
の
生
活
に
戻
れ
な
い
人
も
多
い
と
い
う
。

富
山
県
に
住
む
私
た
ち
は
、
最
近
で
は
地
震
の

影
響
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
ま

だ
小
さ
な
地
震
は
時
々
起
こ
っ
て
い
る
★
そ
こ

で
、
私
た
ち
高
校
生
が
今
で
き
る
こ
と
に
つ
い

て
考
え
た
い
。
ま
ず
、
募
金
活
動
へ
の
寄
付
。

実
際
に
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
た
く
て
も
時
間
を
十
分
に
取
れ
な
い
人
が

２
・
３
面

【
特
集
１
】

県
人
口
１
０
０
万
人
割
れ　

富
山
県
の
未
来
は
あ

る
の
か
？

４
・
５
面

【
特
集
２
】

性
の
多
様
性　

～
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
生
き

と
自
分
を
表
現
で
き
る
社
会
へ
～

６
面「学

生
時
代
」、「
続
・
留
学
生
通
信
」、
部
説
な
ど

今号の紙面

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
気
合
十
分
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

（
左
か
ら
）
小
田
さ
ん
、
森
さ
ん
、
若
田
さ
ん　
　
　
　

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
６
月

１
、
2
日
に
行
わ
れ
た
県
高
校
総

体
の
女
子
個
人
対
抗
シ
ン
グ
ル
ス

で
、
小
田
楓
さ
ん
（
３８
Ｈ
）
が
優

勝
、
さ
ら
に
ダ
ブ
ル
ス
で
森
さ
く

ら
（
2４
Ｈ
）・
若
田
こ
の
み
（
2６

Ｈ
）
ペ
ア
が
2
位
に
入
り
、
計
2

部
門
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
切

符
を
手
に
し
た
。

　

2
年
連
続
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
と
な
る
小
田
さ
ん
は
「
全
国
に

向
け
て
頑
張
っ
て
き
た
の
で
、
県

大
会
を
勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き
て

ほ
っ
と
し
た
」
と
優
勝
の
喜
び
を

話
し
た
。
今
は
、
体
力
や
集
中
力

が
必
要
と
な
る
ラ
リ
ー
力
を
高
め

る
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
目
標
は

ベ
ス
ト
８
入
り
。「
悔
い
の
な
い

よ
う
自
分
ら
し
い
プ
レ
ー
を
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　

森
さ
ん
は
「
昨
年
の
県
大
会
で

は
ベ
ス
ト
８
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
今
年
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
」と
振
り
返
り
、「
今
ま

で
練
習
し
て
き
た
成
果
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。
県
代

表
と
し
て
全
力
で
戦
い
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
た
。ま
た
、若
田
さ
ん

は
「
県
大
会
で
は
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
ず
悔
し
い
気
持
ち
も
あ
っ

た
が
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は
一

つ
の
目
標
で
も
あ
っ
た
の
で
う
れ

し
か
っ
た
」と
話
し
、「
こ
こ
ま
で

支
え
て
も
ら
っ
た
監
督
や
先
生
、

家
族
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
な
試

稲
川
さ
ん

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

山
本
さ
んイ

ン
タ
ー
ハ
イ
へ

体操ボクシング
　

ボ
ク
シ
ン
グ
の
山
本
洲
世
さ
ん

（
2６
Ｈ
）
＝
写
真
＝
は
、
６
月
１

日
に
行
わ
れ
た
県
高
校
総
体
の
ラ

イ
ト
フ
ェ
ザ
ー
級
で
優
勝
し
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

　

県
大
会
優
勝
を
果
た
し
「
全
国

大
会
出
場
を
目
指
し
て
練
習
し
て

い
た
の
で
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
。
今
は
体
力
を

つ
け
る
た
め
の
走
り
込
み
と
、
試

合
を
意
識
し
た
マ
ス
ボ
ク
シ
ン
グ

（
力
を
入
れ
ず
打
ち
合
う
ス
パ
ー

リ
ン
グ
）
や
ス
パ
ー
リ
ン
グ
に
励

ん
で
い
る
。
目
標
は
ズ
バ
リ
全
国

優
勝
、
と
意
気
込
む
山
本
さ
ん
は

「
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
生
か

佐
藤
さ
ん県代

表
で
総
文
祭
へ

川
倉
さ
ん総

文
祭
で
吟
じ
る

坂
田
さ
ん

日
本
選
手
権
飛
込
に
出
場

４４
年
連
続
でＮＨ

Ｋ
杯
に
出
場

弁論吟詠

水泳

放送部
　

佐
藤
晴
さ
ん
（
３３
Ｈ
）
＝
写
真

＝
が
、
７
月
３１
日
か
ら
８
月
2
日

に
か
け
て
岐
阜
県
大
野
町
の
大
野

町
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

る
第
４８
回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭

弁
論
部
門
に
、
富
山
県
代
表
と
し

て
出
場
す
る
。

　

川
倉
万
葉
子
さ
ん
（
2３
Ｈ
）
＝

写
真
＝
が
、
８
月
2
日
に
岐
阜
県

瑞
穂
市
の
コ
コ
ロ
か
さ
な
る
Ｃ
Ｃ

Ｎ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
第
４８
回

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
吟
詠
剣
詩

舞
部
門
に
、
富
山
県
代
表
と
し
て

出
場
す
る
。

　

「
中
学
生
の
頃
か
ら
先
輩
が
代

表
と
し
て
全
国
大
会
に
出
て
い
た

の
を
見
て
い
た
の
で
、
同
じ
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
う
れ
し
い
」
と
話
す
川
倉
さ

ん
。
富
山
県
に
関
す
る
詩
吟
を

「
構
成
吟
」
と
し
て
、
県
内
の
高

校
４
校
で
チ
ー
ム
と
な
り
吟
じ
る
。

　

「
憧
れ
の
舞
台
で
、
今
ま
で
練

習
し
て
き
た
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
、
富
山
県
の
魅
力
を
伝
え
て
来

た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　

弁
士
は
７
分
間
以
内
で
弁
論
を

行
い
、
７
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て

論
旨
６0
点
、
表
現
４0
点
の
計
１
０

０
点
満
点
で
採
点
さ
れ
る
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
テ
ー
マ
に
取
り

組
ん
で
い
る
佐
藤
さ
ん
は
、
特
に

発
生
練
習
と
一
つ
一
つ
の
段
落
に

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
読
む
練
習
に

励
む
。「
自
分
が
今
伝
え
た
い
こ

と
を
聞
い
て
い
る
人
に
届
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
県
代
表
と
し
て
恥
じ

な
い
よ
う
な
弁
論
を
し
て
来
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

放
送
部
＝
写
真
＝
は
６
月
１６
日

に
行
わ
れ
た
第
６３
回
県
高
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
研
究
発

表
部
門
で
優
秀
賞
１
位
、
ラ
ジ
オ

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
で
優
秀
賞
３

位
を
獲
得
し
、
７
月
22
～
2５
日
に

東
京
で
行
わ
れ
る
第
７１
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ

杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
に

４４
年
連
続
で
出
場
が
決
定
し
た
。

　

部
長
の
渡
邊
光
葵
さ
ん
（
３５

Ｈ
）
は
「
自
分
た
ち
が
選
ん
だ
題

材
、
テ
ー
マ
を
番
組
や
研
究
発
表

に
載
せ
て
、
全
国
各
地
の
代
表
生

徒
の
心
に
残
る
発
表
と
な
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
き
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ

ー
ル
で
の
決
勝
で
、
私
た
ち
の
作

　

新
聞
部
は
、
８
月
１
日
か
ら
３

日
に
か
け
て
岐
阜
県
中
津
川
市
の

東
美
濃
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
る
第
４８
回
全
国
高
校
総
合
文

化
祭
新
聞
部
門
に
出
場
す
る
。

　

昨
年
１2
月
の
「
第
2８
回
全
国
高

校
新
聞
年
間
紙
面
審
査
」
予
備
審

査
で
入
賞
し
、
全
国
総
文
祭
の
表

彰
参
加
で
の
出
場
権
を
得
た
。
同

審
査
に
は
2８
年
連
続
で
入
賞
し
て

お
り
、
今
年
の
総
文
祭
で
の
本
審

査
で
も
受
賞
が
期
待
さ
れ
る
。
ま

た
、
全
国
の
高
校
新
聞
部
員
で
編

　

坂
田
力
毅
さ
ん
（
2６
Ｈ
）
＝
写

真
＝
は
、
６
月
2８
～
３0
日
に
京
都

ア
ク
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
関
西

選
手
権
兼
日
本
選
手
権
予
選
会
に

お
い
て
シ
ニ
ア
高
飛
込
で
１７
位
に

入
り
、
９
月
１
日
に
滋
賀
県
の
草

津
市
立
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
第
１

０
０
回
日
本
選
手
権
飛
込
競
技
の

出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　

2
年
連
続
の
憧
れ
の
舞
台
。
現

在
、
課
題
で
あ
る
つ
ま
先
の
伸

び
、
体
の
ひ
ね
り
、
助
走
の
動
き

な
ど
を
中
心
的
に
直
し
、
試
合
で

高
得
点
を
狙
え
る
よ
う
に
努
力
を

重
ね
て
い
る
。
決
勝
進
出
と
自
己

ベ
ス
ト
更
新
を
目
標
に
掲
げ
る
坂

田
さ
ん
は
「
他
の
選
手
に
遅
れ
を

と
ら
ず
、
上
位
に
食
い
込
ん
で
い

け
る
よ
う
に
粘
り
強
く
頑
張
り
た

い
」
と
決
意
を
新
た
に
す
る
。

成
さ
れ
た
班
で
岐
阜
県
内
各
地
を

取
材
し
、
交
流
新
聞
を
作
成
す
る
。

　

村
野
天
飛
さ
ん
（
2４
Ｈ
）
は

「
全
国
の
高
校
新
聞
部
員
か
ら
学

ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の
新
聞
作
り

に
活
か
し
た
い
。
貴
重
な
機
会
な

の
で
実
り
の
あ
る
も
の
に
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。　
　

　

他
に
、
８
月
2１
日
の
北
日
本
新

聞
に
掲
載
さ
れ
る
全
国
総
文
祭
ニ

ュ
ー
ス
「
ら
い
ち
ょ
う
」
の
取
材

も
行
う
。

品
を
発
表
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
力
強
く
話
し
た
。

し
て
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
８
月
８
～
１３

日
、
佐
賀
市
の
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ

イ
ズ
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
る
。

コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
の
畑
に
集
ま
る
メ
デ
ィ
ア
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
員
＝
東
館
屋
上　
　
　
　
　
　

　

文
部
科
学
省
が
今
年
度
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
に
先
進
的
に
取
り
組
む
学
校
な
ど
全
国
１
０
１
０
校

を
選
定
す
る
「
高
校
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
加
速
化
推
進
事
業
」（
Ｄ
Ｘ

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
に
本
校
も
選
ば
れ
、
情
報
や
科
学
の
授
業
が
さ
ら
に
充
実
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

方
法
を
学

ぶ
こ
と
が

で
き
る
内

容
に
な
っ

て
い
る
。

テ
ス
ト
用

の
畑
は
既

に
完
成
し

て
お
り
、

ト
マ
ト
や

ナ
ス
な
ど

１0
種
類
以

上
が
育
っ

て
い
る
。

ま
た
、
必

要
に
な
る

高
性
能
３

Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
４
台

も
導
入
さ
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Ｑ
５
．（
最
初
は
県
内
で
進
学
or

就
職
を
す
る
人
に
）
な
ぜ
で
す

か
？
（
複
数
回
答
）

　

「
学
費
や
生
活
費
の
問
題
の
た

め
」
６３
・
2
％
、「
家
族
な
ど
か

ら
頼
ま
れ
て
い
る
た
め
」
2１
・
１

％
、「
友
人
や
家
族
が
い
て
今
は

離
れ
た
く
な
い
か
ら
」
１８
・
４

％
、「
出
る
た
め
の
準
備
を
す
る

時
間
が
必
要
だ
か
ら
」
１５
・
８
％

だ
っ
た
。
県
外
で
進
学
や
就
職
を

す
る
と
費
用
も
高
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
学
費
や
生
活

費
面
を
理
由
に
挙
げ
る
人
が
最
も

多
か
っ
た
。
ま
た
、
家
族
や
友
人

を
理
由
と
し
た
回
答
も
多
く
あ
っ

た
。

Ｑ
６
．（
い
ず
れ
は
県
外
に
出
て

暮
ら
し
た
い
人
に
）
行
き
先
は
ど

こ
を
考
え
て
い
ま
す
か
？

　

首
都
圏
４５
％
、
近
隣
（
北
陸
・

新
潟
・
長
野
）
３0
％
、
関
西
圏
１５

％
、
海
外
７
・
５
％
だ
っ
た
。
就

職
先
や
職
種
が
豊
富
な
首
都
圏
が

最
も
多
く
、
富
山
か
ら
も
近
く
電

車
や
車
な
ど
で
帰
省
し
や
す
い
近

隣
の
県
が
そ
れ
に
続
い
た
。

Ｑ
７
．（
い
ず
れ
は
県
外
に
出
て

暮
ら
し
た
い
人
に
）
な
ぜ
で
す

か
？

　

「
富
山
県
で
は
で
き
な
い
こ
と

が
あ
る
か
ら
（
推
し
活
・
夢
を
追

う
な
ど
）」
３2
・
５
％
、「
都
会
生

活
な
ど
外
へ
の
憧
れ
が
あ
る
か

ら
」
３0
・
0
％
、「
富
山
県
に
は

な
い
も
の
が
あ
る
か
ら
（
娯
楽
施

設
・
商
業
施
設
な
ど
）」
20
・
0

％
、「
県
内
に
は
希
望
の
職
種
や

進
学
分
野
が
少
な
い
か
ら
」
１0
・

0
％
、「
地
元
や
家
族
の
し
が
ら

み
（
関
係
）
か
ら
離
れ
た
い
か

ら
」
７
・
５
％
だ
っ
た
。
富
山
で

は
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
、
都
会

の
生
活
に
憧
れ
が
あ
る
が
ほ
ぼ
同

率
で
、
都
会
へ
の
憧
れ
や
想
い
が

強
い
人
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま

た
、
都
会
と
比
べ
て
娯
楽
施
設
や

企
業
が
少
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
人
も
多
か
っ
た
。

Ｑ
８
．
県
内
に
ど
の
よ
う
な
施
設

や
機
会
が
あ
っ
た
ら
暮
ら
し
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
か
？
（
自
由
記

述
）

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
テ
ー

マ
パ
ー
ク
が
多
く
挙
が
っ
た
。

「
富
山
に
な
い
環
境
を
味
わ
え
る

施
設
」
と
答
え
た
人
も
い
た
。

Ｑ
９
．（
県
外
に
進
学
ｏ
ｒ
就
職

し
た
あ
と
、
そ
の
ま
ま
県
外
で
暮

ら
し
た
い
人
に
）
な
ぜ
で
す
か
？

　

「
県
内
に
は
希
望
の
職
種
や
進

学
分
野
が
少
な
い
か
ら
」
と
「
富

山
県
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

か
ら
（
推
し
活
・
夢
を
追
う
な

ど
）」
が
と
も
に
2９
・
３
％
、「
富

山
県
に
は
な
い
も
の
が
あ
る
か
ら

（
娯
楽
施
設
・
商
業
施
設
な
ど
）」

１９
・
0
％
、「
都
会
生
活
な
ど
外

へ
の
憧
れ
が
あ
る
か
ら
」
１５
・
６

％
、「
地
元
や
家
族
の
し
が
ら
み

富
山
に
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・

富
山
に
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・

商
業
施
設
ほ
し
い

商
業
施
設
ほ
し
い

県
内
企
業
は
東
京
か
ら
学
べ

県
内
企
業
は
東
京
か
ら
学
べ

　

少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
と

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が

考
え
ら
れ
る
の
か
。
ま
ず
は
、
特

に
女
性
の
若
い
方
に
就
職
に
来
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
富
山
の
企
業

自
ら
が
、
ど
う
す
れ
ば
高
校
生
、

大
学
生
に
就
職
し
て
も
ら
え
る
か

を
探
っ
て
い
く
活
動
が
、
最
優
先

の
少
子
化
対
策
に
な
る
と
い
う
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
で
は
な
く
、

夫
婦
が
家
事
を
同
じ
く
ら
い
の
時

間
で
き
る
く
ら
い
の
働
き
方
改
革

や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
、
さ
ら
に
男
女
の
2
割

の
賃
金
格
差
を
な
く
す
こ
と
か
ら

始
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
後

は
、
従
業
員
の
意
見
に
会
社
側
が

し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
る
こ
と
が

子
育
て
支
援
の
改
善
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
、
と
熱
く
語
っ
た
。

　

今
後
し
て
い
き
た
い
対
策
や
、

富
山
県
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
対
策

な
ど
は
あ
る
か
に
つ
い
て
聞
い

た
。
男
性
も
女
性
も
東
京
に
出
て

い
っ
て
い
る
の
で
、
東
京
の
企
業

が
ど
の
よ
う
な
戦
略
で
若
者
を
集

め
て
い
る
の
か
を
真
似
し
て
、
若

者
に
富
山
県
を
選
ん
で
も
ら
え
れ

ば
い
い
と
い
う
。
富
山
は
食
べ
物

が
美
味
し
く
、
自
然
が
豊
か
な
ど

の
魅
力
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
企

業
が
東
京
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
必

要
。
ま
た
、
若
い
世
代
は
企
業
が

多
い
エ
リ
ア
を
選
ん
で
い
る
の

で
、
富
山
県
は
企
業
が
少
な
い
エ

リ
ア
よ
り
リ
ベ
ン
ジ
が
効
き
や
す

い
と
い
う
長
所
が
あ
る
。
自
然
を

ア
ピ
ー
ル
し
す
ぎ
る
と
農
業
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
く
な
り
、
や
り
た
い

仕
事
が
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も

出
て
く
る
の
で
、
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

や
、
女
性
の
方
に
来
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
、
と
い
う
改
善
点
に

つ
い
て
も
指
摘
し
た
。

　

県
民
や
地
元
企
業
に
対
し
て
期

待
す
る
行
動
に
つ
い
て
は
、
若
い

人
た
ち
に
届
く
よ
う
な
宣
伝
を
し

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
が
、

富
山
県
は
高
齢
者
が
多
い
の
で
、

例
え
ば
高
校
生
や
大
学
生
と
企
業

が
コ
ラ
ボ
し
て
若
い
世
代
の
心
を

つ
か
む
よ
う
な
企
業
の
宣
伝
方
法

を
考
え
る
と
同
時
に
、
企
業
の
体

制
な
ど
も
変
え
て
い
く
こ
と
に
県

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ

し
い
、
と
助
言
し
た
。

　

さ
ら
に
、
高
校
生
で
も
で
き
る

対
策
や
行
動
に
つ
い
て
聞
く
と
、

「
逆
に
、
高
校
生
や
大
学
生
に
し

か
で
き
な
い
こ
と
が
非
常
に
多

い
。
企
業
コ
ン
サ
ル
を
し
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
よ
。
企
業
側
が
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
の
で
は
な

く
、
高
校
生
か
ら
ど
ん
な
企
業
だ

っ
た
ら
入
っ
て
も
ら
え
る
か
を
聞

く
こ
と
が
大
事
な
の
で
、
県
に
そ

う
い
っ
た
機
会
を
要
望
し
て
も
通

る
と
思
い
ま
す
。
富
山
県
の
企
業

を
変
え
る
た
め
に
、
自
分
が
こ
う

い
う
企
業
だ
っ
た
ら
入
り
た
い
と

思
え
る
よ
う
な
、
角
度
の
つ
い
た

提
案
を
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

力
強
く
話
し
て
い
た
。

県外への人口流出を防げ！　県外への人口流出（＝社会
減）を防ぐためにはどうすれば
よいのか。県の行政と、有識
者、さらに県内の自治体で唯
一、人口が増えている舟橋村に
取材して探った。

男
女
関
係
な
く
居
心
地
い
い
富
山
県
に

男
女
関
係
な
く
居
心
地
い
い
富
山
県
に

富
山
県
地
方
創
生
局
田
中
局
長
に
聞
く

富
山
県
地
方
創
生
局
田
中
局
長
に
聞
く

　

新
聞
部
は
６
月
１８
日
、
富
山
県
の
人
口
減
少
問
題
を
所
管
す
る
県
地
方
創
生
局
の
田
中
雅
敏
局
長

に
、
施
策
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
財
務
省
出
身
の
田
中
局
長
は
、
統
計
デ
ー
タ
な
ど
客

観
的
な
視
点
か
ら
富
山
県
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。【
舟
瀬
愛
唯
、
長
谷
川
り
え
】

富
山
ら
し
さ
出
す
施
策
に
注
力

富
山
ら
し
さ
出
す
施
策
に
注
力

　

ま
ず
、
近
年
の
富
山
県
の
人
口

変
化
と
、
特
に
減
少
の
理
由
を
ど

の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
を
聞

い
た
。
富
山
県
の
人
口
は
、
最
も

多
か
っ
た
９８
年
の
１
１
２
万
６
０

０
０
人
か
ら
2６
年
間
で
１2
万
人
以

上
減
少
し
た
。
理
由
と
し
て
、
出

生
数
よ
り
も
死
亡
数
の
方
が
多
い

「
自
然
減
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
特

に
出
生
数
が
想
定
よ
り
も
少
な

い
」
と
話
し
て
い
た
。
ま
た
、
県

外
か
ら
の
転
入
者
よ
り
も
県
外
へ

の
転
出
が
多
い
「
社
会
減
」
も
生

じ
て
い
る
。

　

で
は
、
人
口
が
減
る
市
町
村
と

増
え
る
市
町
村
の
違
い
は
何
だ
ろ

う
か
。「
市
町
村
が
所
在
す
る
位

置
な
ど
、
様
々
な
条
件
に
よ
っ
て

人
口
動
態
は
変
わ
っ
て
く
る
。
例

え
ば
、
朝
日
町
や
氷
見
市
な
ど
県

の
両
端
に
位
置
す
る
朝
日
町
や
氷

見
市
で
は
、
以
前
か
ら
転
入
よ
り

も
転
出
が
多
い
と
い
う
状
態
が
み

ら
れ
る
が
、
そ
の
対
策
と
し
て
独

自
の
取
り
組
み
が
熱
心
に
行
わ
れ

て
お
り
、
今
後
、
変
化
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

富
山
県
の
人
口
は
年
々
減
少
し

て
い
る
わ
け
だ
が
、
ど
う
す
れ
ば

富
山
県
に
人
が
残
る
の
か
。
す
る

と
意
外
に
も
「
富
山
県
に
住
み
続

け
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
ど
う
し

て
も
残
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
県
外
に
出
て
活
躍
し

た
い
人
も
応
援
す
る
」
と
田
中
局

長
。「
大
事
な
の
は
、
無
理
に
富

山
県
に
残
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、
富
山
県
の
方
が
暮

ら
し
や
す
い
と
か
、
富
山
県
の
料

理
、
景
色
、
雰
囲
気
が
好
き
だ
と

か
、
富
山
県
に
住
む
こ
と
が
幸
せ

だ
と
思
っ
て
も
ら
え
る
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
。
同
様
に
県
外
の

方
に
も
、
富
山
県
を
選
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
県
に
し
て
い
き
た

い
」
と
答
え
た
。

　

そ
こ
で
、
富
山
県
を
活
性
化
す

る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
聞
い

た
。
県
と
し
て
は
、「
富
山
ら
し

さ
を
出
す
施
策
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
例
え
ば
、
人
口
が
少
な
い
地

域
で
は
、
１0
年
後
、
20
年
後
に
も

住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
ま
ち
づ

く
り
の
話
し
合
い
を
支
援
し
た

り
、
若
者
を
対
象
と
し
た
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
し
て
い
る
」
と
の
こ

と
。「
県
か
ら
『
こ
う
い
う
の
を

や
っ
て
く
だ
さ
い
』
と
お
願
い
す

る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
住
ん
で

い
る
人
か
ら
の
『
こ
う
い
う
こ
と

を
し
た
い
』
を
応
援
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

選
ん
で
も
ら
え
る
富
山
県
に
す
る
こ
と
が
急
務

選
ん
で
も
ら
え
る
富
山
県
に
す
る
こ
と
が
急
務

　

で
は
、
富
山
県
の
人
口
を
増
や

す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
。「
選
ん
で
も
ら
え
る
富
山
県

に
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
即
答
。

「
富
山
県
に
縁
が
な
い
人
か
ら
見

て
も
魅
力
的
で
、
多
く
の
人
に
紹

介
で
き
る
よ
う
な
富
山
県
に
し
て

い
き
た
い
」
と
県
に
対
す
る
熱
い

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
具
体
的

な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
県
外
の

人
に
対
す
る
富
山
県
へ
の
転
入

や
、
転
出
し
た
人
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン

の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い
る
そ
う

だ
。
県
外
の
人
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
県

外
の
人
が
移
住
す
る
際
に
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
詳
し

く
教
え
て
く
れ
る
。

　

そ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
の
「
宣
伝
」

で
は
、
い
い
と
こ
ろ
も
言
い
つ

つ
、
あ
え
て
大
変
な
こ
と
を
特
集

し
、
来
て
も
ら
い
や
す
く
す
る
工

夫
を
し
て
い
る
と
い
う
。
例
え

ば
、「
富
山
県
は
雪
国
だ
が
、
除

雪
は
簡
単
に
で
き
る
の
か
」、「
車

社
会
の
富
山
県
で
は
車
が
な
い
と

生
活
が
難
し
い
の
か
」、「
子
育
て

に
つ
い
て
」
な
ど
、
幅
広
い
題
材

だ
。
そ
の
他
、
移
住
希
望
者
に
は

富
山
県
に
来
る
交
通
費
を
半
分
負

担
し
、
各
市
町
村
で
ど
こ
に
住
め

る
か
や
、
そ
の
人
の
希
望
の
仕
事

先
を
紹
介
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

富
山
県
に
移
住
を
考
え
て
い
る
人

に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ

ー
チ
を
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

県
か
ら
転
出
し
た
人
に
対
し
て

も
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
県
の
就
活

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
発
信

し
、
富
山
県
に
戻
ろ
う
と
思
っ
た

ら
す
ぐ
相
談
で
き
る
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
整
え
て
い
る
。「
富
山
県

民
は
『
富
山
に
は
何
も
な
い
ち

ゃ
』
と
言
わ
れ
る
。
一
つ
一
つ
の

取
り
組
み
は
小
さ
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
の
よ
う
な
空
気
感
を
変

え
、
富
山
県
が
選
ば
れ
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

　

現
状
で
は
、
若
年
女
性
が
県
外

の
都
市
に
移
住
し
て
し
ま
い
、
男

性
の
方
が
富
山
県
を
選
ん
で
く
れ

て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。

要
因
と
し
て
分
析
さ
れ
て
い
る
も

の
一
つ
は
、「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア
ス
（
無
意
識
の
う
ち

の
思
い
込
み
）」。
子
育
て
を
例
に

挙
げ
る
と
、
暗
黙
の
う
ち
に
女
性

に
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
、
逆

に
、
男
性
が
有
休
を
取
っ
た
時
に

周
り
か
ら
の
視
線
が
気
に
な
り
、

家
に
居
づ
ら
く
な
る
、
そ
の
よ
う

な
雰
囲
気
が
富
山
県
に
は
ま
だ
根

強
く
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
だ
。
田
中
局
長
は
「
女
性

よ
り
も
男
性
の
方
が
富
山
県
へ
の

転
入
が
多
い
と
い
う
統
計
を
見
る

と
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
富
山
県

は
男
性
に
と
っ
て
居
心
地
の
い
い

所
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
男
女
関
係
な
く
居
心
地
の
い

い
所
に
し
て
い
き
た
い
」
と
、
富

山
県
に
対
す
る
強
い
思
い
を
話
し

て
い
た
。

分
か
り
や
す
く
話
す
田
中
局
長
＝
富
山
県
庁

　

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
人
口
動
態
シ
ニ
ア
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
で
、
県
の
県
政
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
も
務
め
て
い
る
天
野
馨
南
子
さ
ん
に
オ
ン
ラ
イ
ン
取
材
し
た
。【
村
野
天
飛
】

若
い
女
性
流
出
が
人
口
減
の
原
因

若
い
女
性
流
出
が
人
口
減
の
原
因

　

最
初
に
、
富
山
県
の
人
口
減
少

の
大
き
な
理
由
に
つ
い
て
聞
い

た
。
20
代
の
女
性
の
2
％
が
毎
年

同
じ
規
模
で
県
か
ら
出
て
行
っ
て

お
り
、
１0
年
続
く
と
、
い
た
は
ず

の
20
代
女
性
の
１８
％
が
い
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
特
に
、
就
職
活
動

の
時
期
の
若
い
女
性
が
継
続
的
に

減
少
し
て
お
り
、
結
婚
す
る
数
も

大
き
く
減
っ
て
し
ま
う
。
夫
婦
あ

た
り
の
子
ど
も
の
数
が
ほ
と
ん
ど

減
っ
て
な
い
富
山
県
は
婚
姻
数
を

減
ら
し
て
は
い
け
な
い
県
で
あ
る

の
に
、
女
性
が
出
て
い
く
こ
と
に

非
常
に
鈍
感
な
エ
リ
ア
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
社
会
減
と
自
然
減
に

強
い
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
の
二

つ
が
大
き
な
理
由
で
あ
る
と
い
う
。

　

転
入
し
て
も
ら
う
際
に
、
富
山

県
に
は
ど
の
よ
う
な
欠
点
が
あ
る

の
か
。
入
っ
て
く
る
人
よ
り
出
て

い
く
人
の
方
が
多
い
20
代
前
半
の

中
で
も
22
歳
と
、
１８
歳
の
女
性
が

特
に
多
く
流
出
し
て
お
り
、
４
年

制
大
学
、
高
校
卒
業
の
就
活
の
時

期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
富
山
県
の

企
業
が
県
内
外
の
女
性
に
は
就
職

し
た
い
と
は
思
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
県
内
に
女
性
に

魅
力
的
な
企
業
が
相
当
少
な
い
点

が
欠
点
だ
と
指
摘
し
た
。

　

人
口
が
増
え
て
い
る
市
町
村
と

減
っ
て
い
る
市
町

村
の
違
い
に
つ
い

て
は
、
人
口
が
増

え
て
い
く
た
め
に

は
、
長
い
目
で
見

て
増
え
て
い
く
構

造
に
な
っ
て
い
な

く
て
は
な
ら
ず
、

た
だ
単
に
子
育
て

支
援
な
ど
で
お
金

を
ば
ら
撒
く
だ
け

で
は
意
味
が
な

く
、
20
、
３0
代
女

性
が
定
着
す
る
仕

事
が
あ
り
、
呼
び
込
む
こ
と
が
で

き
る
市
町
村
で
人
口
が
増
え
て
い

る
と
語
っ
た
。

　

富
山
県
の
人
口
減
少
が
こ
の
ま

ま
進
む
と
ど
う
な
る
の
か
。
富
山

県
は
北
陸
で
唯
一
、
７0
代
人
口
が

最
も
多
い
県
で
、
働
け
な
い
世
代

は
社
会
保
障
の
対
象
に
な
り
、
数

少
な
い
若
い
世
代
の
税
金
で
は
支

え
ら
れ
ず
、
地
元
の
維
持
も
難
し

い
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ガ
テ
ン

系
」
や
防
災
、
防
犯
な
ど
若
い
世

代
が
必
要
な
職
業
が
回
ら
な
く
な

り
、
道
路
、
水
道
管
な
ど
イ
ン
フ

ラ
の
復
旧
が
今
よ
り
遅
く
な
る
こ

と
や
、
野
生
動
物
の
被
害
な
ど
で

さ
ら
に
人
口
減
少
が
進
む
こ
と
に

な
る
、
と
見
通
し
を
話
し
た
。

専
門
的
見
地
か
ら
語
る
天
野
さ
ん（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
画
面
）

県
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
天
野
馨
南
子
さ
ん
に

県
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
天
野
馨
南
子
さ
ん
に
聞
く
聞
く

高
校
生
が
県
内
企
業
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
べ
き

高
校
生
が
県
内
企
業
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
べ
き

専門家

国際生
アンケート

　

富
山
県
は
５
月
１
日
、
県
人
口

が
４
月
１
日
時
点
で
９９
万
９
４
７

６
人
と
な
り
、
１
０
０
万
人
を
下

回
っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
人
口

が
１
０
０
万
人
を
下
回
る
の
は
、

戦
後
す
ぐ
の
１
９
４
８
年
に
９９
万

９
９
６
５
人
を
数
え
て
以
来
７６
年

ぶ
り
で
、
統
計
が
始
ま
っ
た
１
９

６
７
年
以
降
で
は
初
め
て
の
こ

と
。
１
９
４
９
年
に
１
０
０
万
８

１
８
人
と
初
め
て
１
０
０
万
人
を

超
え
た
が
、
２
０
１
８
年
１１
月
に

は
１
０
５
万
人
を
下
回
っ
た
。
近

年
は
人
口
の
減
少
が
１
年
で
１
万

人
程
度
進
ん
で
お
り
、
最
も
人
口

が
多
か
っ
た
９８
年
の
１
１
２
万
６

０
０
０
人
か
ら
、
2６
年
間
で
１2
万

人
以
上
減
少
し
た
。
今
年
４
月
１

日
時
点
で
、
男
性
４８
万
６
５
５
２

人
、
女
性
５１
万
２
９
２
４
人
で
、

昨
年
４
月
１
日
と
比
べ
る
と
９
５

７
４
人
減
少
し
た
。
ま
た
、
全
国

的
に
人
口
が
１
０
０
万
人
未
満
の

都
道
府
県
は
１１
県
と
な
っ
た
。

　

県
全
体
で
最
大
の
人
口
だ
っ
た

１
９
９
８
年
時
点
と
比
較
し
た
市

町
村
別
の
人
口
は
、
７2
・
３
％
増

加
し
た
舟
橋
村
を
除
く
１４
市
町
で

減
少
し
、
人
口
戦
略
会
議
が
将
来

的
に
消
滅
可
能
性
が
あ
る
と
し
た

2
市
３
町
の
減
少
率
は
、
朝
日
町

３８
・
１
％
、
氷
見
市
2９
・
７
％
、

南
砺
市
2７
・
2
％
、
上
市
町
2３
・

１
％
、
入
善
町
22
・
５
％
と
、
ワ

ー
ス
ト
５
と
な
っ
た
。

若
年
女
性
転
出
が
原
因
？

若
年
女
性
転
出
が
原
因
？

　

県
は
国
勢
調
査
を
ベ
ー
ス
に
、

社
会
動
態
（
県
外
移
動
）
と
自
然

動
態
を
つ
け
加
え
た
推
計
人
口
を

毎
月
発
表
し
て
お
り
、
３
月
分
の

人
口
増
減
を
反
映
し
た
４
月
１
日

時
点
の
人
口
は
、
前
月
か
ら
２
６

１
４
人
（
0
・
2６
％
）
減
少
し

た
。
３
月
中
の
社
会
動
態
は
、
転

出
４
８
７
９
人
、
転
入
は
３
２
４

２
人
で
、
転
出
数
か
ら
差
し
引
き

１
６
３
７
人
の
減
。
ま
た
、
自
然

動
態
で
は
、
出
生
者
は
３
７
７
人

（
２
０
０
１
年
以
降
の
１
か
月
で

の
出
生
率
最
少
）、
死
亡
者
は
１

３
５
４
人
で
差
し
引
き
９
７
７
人

の
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。

　

県
の
人
口
減
少
の
原
因
は
、
出

産
や
妊
娠
を
控
え
る
若
年
女
性
が

県
外
の
都
市
に
移
住
し
て
し
ま
う

こ
と
に
伴
っ
て
県
内
で
未
婚
化
が

進
行
し
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
２
０
２
３
年
の
住
民
基
本
台

帳
人
口
移
動
報
告
に
よ
る
と
、
１５

～
2９
歳
の
女
性
の
転
出
超
過
（
あ

る
地
域
か
ら
転
出
す
る
人
数
が
、

転
入
す
る
人
数
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
）
は
１
１
２
３
人
と
、
男
性

の
８
６
９
人
の
約
１
・
３
倍
。
20

～
2４
歳
女
性
に
絞
っ
て
み
る
と
転

出
超
過
は
６
６
２
人
で
、
同
年
代

の
男
性
３
５
８
人
の
約
１
・
８
倍

に
な
る
。
県
に
よ
る
と
、
県
内
の

出
生
率
は
減
っ
て
い
る
が
、
１
夫

婦
あ
た
り
の
子
ど
も
の
数
は
過
去

５0
年
で
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
と

い
う
。【
土
田
夏
帆
】

ついに⁉富山県の人口
１００万人割れ

Ｑ
１
．
富
山
県
の
人
口
が
２
０
２

４
年
５
月
発
表
で
１
０
０
万
人
を

割
り
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
重

大
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

「
重
大
だ
と
思
う
」
が
７８
・
７

％
、「
大
き
な
問
題
で
は
な
い
」

が
2１
・
３
％
。
重
大
と
感
じ
て
い

る
人
が
８
割
近
く
い
る
一
方
、

「
大
き
な
問
題
で
は
な
い
」
と
答

え
た
人
も
一
定
数
お
り
、
人
口
減

少
に
対
す
る
意
識
が
浸
透
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。

Ｑ
２
．
県
の
人
口
が
減
少
傾
向
に

あ
る
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え

ま
す
か
？
（
複
数
回
答
）

　

「
若
者
の
県
外
流
出
」
が
８７
・

３
％
と
圧
倒
的
多
数
、「
出
生
数

人
口
減
少
原
因
は

人
口
減
少
原
因
は

「
若
者
の
県
外
流
出
」

「
若
者
の
県
外
流
出
」
９９
割割

の
減
少
」
が
４６
・
７
％
と
続
い

た
。
若
者
の
県
外
流
出
が
深
刻
な

問
題
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
多

く
、
若
者
の
要
望
を
知
り
必
要
な

施
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
県
外
へ
の
人
口
流
出
が
出
生

率
の
減
少
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
、
若
者
に
よ
り
明

確
に
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ
３
．
高
校
卒
業
後
、
富
山
県
で

暮
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

か
？

　

「
県
外
に
進
学
ｏ
ｒ
就
職
し

（
家
を
出
）
た
ま
ま
、
県
外
で
就

職
し
て
暮
ら
し
た
い
」
が
４６
・
７

％
。
国
際
生
の
半
数
近
く
が
高
校

「
県
外
に
出
て
富
山
に
戻
る
つ
も
り
な
い
」半
数

「
県
外
に
出
て
富
山
に
戻
る
つ
も
り
な
い
」半
数

「
富
山
で
は
希
望
の
進
学
や
就
職
で
き
な
い
」多
数

「
富
山
で
は
希
望
の
進
学
や
就
職
で
き
な
い
」多
数

　

富
山
県
の
人
口
減
少
問
題
に
関
し
て
、
５
月
７
日
、
全
校
生
徒
を
対
象
にGoogle

フ
ォ
ー
ム
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
た
。
有
効
回
答
数
は
３
１
５
。【
松
本
昇
】

卒
業
後
、
富
山
県
を
出
て
そ
の
ま

ま
戻
っ
て
来
る
つ
も
り
が
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
以
下
、「
県
内

に
住
み
な
が
ら
進
学
or
就
職
し
て

そ
の
ま
ま
県
内
で
暮
ら
し
続
け
た

い
」
2１
・
９
％
、「
県
外
に
進
学

or
就
職
し
（
家
を
出
）
た
あ
と
、

い
ず
れ
は
県
内
に
戻
っ
て
就
職
し

て
暮
ら
し
た
い
」
１８
・
７
％
、

「
県
内
に
住
み
な
が
ら
進
学
or
ｏ

就
職
し
た
あ
と
、
い
ず
れ
は
県
外

で
就
職
し
て
暮
ら
し
た
い
」
１2
・

７
％
と
続
い
た
。
高
校
卒
業
後
も

ず
っ
と
県
外
に
出
る
つ
も
り
は
な

い
人
は
約
2
割
に
過
ぎ
な
い
。
当

面
は
県
内
で
進
学
ま
た
は
就
職
す

る
人
を
合
わ
せ
て
も
３４
・
６
％
だ

っ
た
。

　

な
お
、
今
年
３
月
の
本
校
卒
業

生
の
実
績
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
県

内
で
進
学
ま
た
は
就
職
し
た
人
は

３９
・
９
％
、
県
外
は
５７
・
８
％
だ

っ
た
。
実
際
に
県
内
に
い
る
人
は

４
割
に
満
た
ず
、
在
校
生
の
現
段

階
で
の
希
望
と
大
体
一
致
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

Ｑ
４
．（
ず
っ
と
富
山
県
で
暮
ら

し
続
け
た
い
人
に
）
な
ぜ
で
す

か
？
（
複
数
回
答
）

　

「
家
族
や
友
人
が
い
る
か
ら
」

６2
・
３
％
、「
自
然
環
境
が
い
い

か
ら
」
３７
・
７
％
、「
生
ま
れ
育

っ
た
場
所
だ
か
ら
」
３６
・
2
％
、

「
不
満
は
な
い
か
ら
」
３４
・
８
％

と
い
う
結
果
だ
っ
た
。
や
は
り
、

富
山
県
で
暮
ら
し
続
け
る
と
い
う

理
由
は
家
族
や
友
人
と
い
う
要
素

が
大
き
い
よ
う
だ
。

　富山県の人口が、今年とうとう１００万人を割ってし　富山県の人口が、今年とうとう１００万人を割ってし まった。減少のペースは年 １万人程度に加速しているまった。減少のペースは年 １万人程度に加速している
らしい。そのうえ、県内の ５市町で「消滅可能性」がらしい。そのうえ、県内の ５市町で「消滅可能性」が あるというショッキングなニュースも飛び込んできあるというショッキングなニュースも飛び込んでき
た。これは、一大事だ。た。これは、一大事だ。
　私たちの住む富山県には、これからどんどん人口が　私たちの住む富山県には、これからどんどん人口が 減ってしまうと未来はあるのか？　人口減少を防ぐに減ってしまうと未来はあるのか？　人口減少を防ぐに
はどうすればよいのか。全力で探った。はどうすればよいのか。全力で探った。

富山県の未来 はあるのか？富山県の未来 はあるのか？
県人口１００ 万人割れ県人口１００ 万人割れ

県人口の推移

0

95

100

105

110

115
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1970 75 80 85 90 95 2000 05 10 15 20 24年

Ｑ3．高校卒業後、富山県で暮らしたいと考えて
　　　いますか？

富山県に住みながら進学 or 就職して
そのまま県内で暮らし続けたい

富山県に住みながら進学 or 就職したあと、
いずれは県外で就職して暮らしたい

富山県外に進学 or 就職し（家を出）たまま、
県外で就職して喜らしたい

富山県外に進学 or 就職し（家を出）たあと、
いずれは県内に戻って就職して暮らしたい

46.7%46.7%

21.9%21.9%

12.7%12.7%

18.7%18.7%

Ｑ11．富山県がどう変われば、将来（30歳～40歳くらい）
　　　に戻ってくる可能性がありますか？

21.1%21.1%

18.4%18.4%

10.9%10.9%
8.8%8.8%

17.7%17.7%

6.8%6.8%

14.3%14.3%

2%2%

Ｑ9．富山県内で進学 or 就職したあと、いずれは
　　 県外に出て暮らしたいのはなぜですか？

県内には希望の職種や進学分野が少ないから

県内に希望する仕事があれば

今は無い娯楽・商業施設ができれば

自分たちが地域の中心を担える環境や雰囲気があれば

家族や友人に「どうしても」と頼まれれば

都会での生活に十分満足したら

地元や家族などのしがらみ・負担が少なければ

帰ってくるつもりは無い

その他

富山県には無いものがあるから
（娯楽施設・商業施設など）

富山県ではできないことがあるから
（推し活・夢を追うなど）

都会生活など外への憧れがあるから

地元や家族のしがらみ（関係）から
離れたいから

Ｑ15．いずれは富山県に戻りたいと考えている
　　　のはなぜですか？

生まれ育った場所だから

家族や友人がいるから

自然環境がいいから

家族などから（戻ってくるよう）
頼まれているから

生まれ育った場所でもあるし、大好きな
場所でもあるから。富山以外の水は飲み
たくない

32.5%32.5%

30%30%

7.5%7.5% 10%10%

20%20%

23.7%23.7%

49.2%49.2%

22%22%

3.4%3.4%
1.7%1.7%

県内市町村別の人口増減率
１９９８年 ２０２４年 増減率

富 山 市 ４２１，１４９人 ４０４，０５４人 －４．１％
高 岡 市 １８７，５７５ １６０，４４０ －１４．５
射 水 市 ９３，０６３ ８９，０１４ －４．４
魚 津 市 ４７，５９５ ３８，２２２ －１９．７
氷 見 市 ５７，９３２ ４０，７５１ －２９．７
滑 川 市 ３３，０３１ ３１，８３１ －３．６
黒 部 市 ４３，２５３ ３８，３８２ －１１．３
砺 波 市 ４７，５７７ ４６，８９９ －１．４
小矢部市 ３５，１７０ ２７，６１７ －２１．５
南 砺 市 ６１，５８５ ４４，８３３ －２７．２
上 市 町 ２３，６６４ １８，１９９ －２３．１
立 山 町 ２７，９３４ ２３，７４６ －１５．０
入 善 町 ２８，５７４ ２２，１５５ －２２．５
朝 日 町 １６，３７６ １０，１３１ －３８．１
舟 橋 村 １，８５８ ３，２０２ ７２．３
県 全 体 １，１２６，３３６ ９９９，４７６ －１１．３
※１９９８年は市町村合併前の数値を合算、９８年は１０
月 １ 日、２０２４年は ４月 １日時点

　【特集 １】



（3） THE  PRESS  国際高 １８４号　令和 ６ （２０２４）年 ７ 月１９日

の
現
状
を
分
析
し
、
私
た
ち
高
校

生
に
は
何
が
で
き
る
の
か
、
全
力

で
探
っ
て
き
た
。

　

国
際
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
人

口
１
０
０
万
人
割
れ
に
対
し
て
約

８0
％
の
生
徒
が
重
大
な
こ
と
だ
と

答
え
て
お
り
、
大
多
数
の
生
徒
が

危
機
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
し
か
し
、
卒
業
後
は
県

外
に
出
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
人
が
約
半
数
で
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
「
富
山
で
は
で
き
な
い
こ
と

が
あ
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
を
挙

げ
て
お
り
、
若
者
の
県
外
流
出
の

背
景
を
如
実
に
表
し
て
い
た
。

　

県
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
も
あ
る

専
門
家
、
天
野
馨
南
子
さ
ん
も
、

20
代
女
性
が
毎
年
同
じ
規
模
で
県

外
に
出
て
行
っ
て
い
る
こ
と
で
就

職
時
に
若
年
女
性
が
少
な
い
こ
と

が
人
口
減
少
の
大
き
な
理
由
と
指

摘
し
、
国
際
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
若
者
の
県
外
流

出
の
中
で
も
、
特
に
女
性
の
流
出

が
深
刻
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
痛

感
で
き
た
。
高
校
生
に
も
で
き
る

対
策
と
し
て
「
企
業
コ
ン
サ
ル
を

し
た
り
し
て
、
県
内
の
企
業
を
変

え
る
た
め
、
自
分
だ
っ
た
ら
こ
う

（
関
係
）
か
ら
離
れ
た
い
か
ら
」

３
・
４
％
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

や
は
り
、
県
内
に
は
希
望
の
進
学

分
野
や
職
種
が
少
な
い
た
め
に
県

外
に
目
を
向
け
、
そ
の
後
も
富
山

で
は
で
き
な
い
こ
と
を
し
た
い
と

考
え
る
人
が
多
い
よ
う
だ
。

Ｑ
１０
．（
県
外
に
進
学
or
就
職
し

た
あ
と
、
そ
の
ま
ま
県
外
で
暮
ら

し
た
い
人
に
）
行
き
先
は
ど
こ
を

考
え
て
い
ま
す
か
？

　

首
都
圏
５５
・
１
％
、
関
西
圏

2１
・
８
％
、
北
陸
・
隣
県
（
新

潟
・
長
野
）
１2
・
2
％
、
海
外

６
・
2
％
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
今
年
３
月
の
本
校

卒
業
生
の
実
績
デ
ー
タ
は
、
首
都

圏
が
３９
・
７
％
と
ト
ッ
プ
。
以

下
、
北
陸
・
隣
県
2４
・
0
％
、
関

西
圏
１５
・
１
％
、
海
外
0
・
2
％

だ
っ
た
。

Ｑ
１１
．（
県
外
に
進
学
or
就
職
し

た
あ
と
、
そ
の
ま
ま
県
外
で
暮
ら

し
た
い
人
に
）
富
山
県
が
ど
う
変

わ
れ
ば
将
来
（
３０
歳
～
４０
歳
）
に

戻
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

か
？

　

「
今
は
な
い
娯
楽
・
商
業
施
設

が
で
き
れ
ば
戻
っ
て
く
る
」
が

2１
・
１
％
、「
県
内
に
希
望
す
る

仕
事
が
あ
れ
ば
戻
っ
て
く
る
」
が

１８
・
４
％
、「
都
会
で
の
生
活
に

十
分
満
足
し
た
ら
」
が
１７
・
７
％

だ
っ
た
。

　

若
い
人
は
車
を
持
た
な
い
た

め
、
電
車
や
バ
ス
な
ど
公
共
交
通

機
関
を
使
っ
て
遊
び
に
行
く
こ
と

が
で
き
る
場
所
に
娯
楽
施
設
な
ど

を
作
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人

が
多
い
よ
う
だ
。
ま
た
、「
帰
っ

て
く
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
い
う

回
答
も
１４
・
３
％
と
４
番
目
に
多

く
、
若
者
に
人
気
の
娯
楽
施
設
や

商
業
施
設
を
作
っ
た
り
、
若
者
の

雇
用
数
を
増
や
す
な
ど
の
対
策
が

必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

富
山
県
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、

い
つ
か
は
戻
り
た
い
と
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と

思
わ
れ
る
。

Ｑ
１２
．
富
山
県
に
ど
ん
な
施
設
や

機
会
が
あ
っ
た
ら
戻
り
ま
す
か
？

　

テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
７
・
７
％
と

最
多
で
、
そ
の
他
は
基
本
的
に
横

ば
い
だ
っ
た
が
、
商
業
施
設
や
子

ど
も
が
気
軽
に
遊
べ
る
施
設
、
た

く
さ
ん
の
施
設
が
入
っ
て
い
る
ビ

ル
な
ど
、
大
都
市
圏
に
多
く
あ
る

施
設
を
望
む
声
が
多
く
見
ら
れ
た
。

澤田諒太さん

坂室麻花さん

Ｑ
．
富
山
か
ら
出
て
変
わ
っ
た
こ

と
は
？

澤
田
：
友
達
が
ほ
ぼ
地
元
に
残
っ

て
い
る
の
で
、
友
達
が
全
く
い
な

く
な
り
ま
し
た
ね
。あ
と
、住
む
環

境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
、
ど

こ
で
何
を
買
え
ば
い
い
か
が
分
か

ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

岩
黒
：
空
気
が
お
い
し
く
自
然
を

感
じ
る
富
山
が
大
好
き
で
、
特
に

海
王
丸
パ
ー
ク
が
好
き
で
す
。
富

山
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

坂
室
：
富
山
の
食
べ
物
っ
て
美
味

し
い
ん
だ
な
っ
て
気
づ
き
ま
し

た
。
あ
と
お
水
も
！
水
道
水
が
美

味
し
い
‼
水
道
水
が
飲
め
る
！

初
め
て
京
都
で
顔
を
洗
っ
た
時
に

　

新
聞
部
は
、
富
山
県
を
離
れ
て
県
外
の
大
学
に
通
う
３
人
の
教

育
実
習
生
（
本
校
出
身
）
に
座
談
会
形
式
で
話
を
聞
い
た
。
答
え

て
く
れ
た
の
は
澤
田
諒
太
先
生
（
愛
知
県
・
中
京
大
）、
坂
室
麻

花
先
生
（
京
都
外
国
語
大
）、
岩
黒
日
輝
先
生
（
金
沢
学
院
大
）

の
３
人
。
地
元
愛
が
と
て
も
感
じ
ら
れ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
な
っ

た
。【
閔
璱
基
】

ま
ず
く
て
（
笑
）、
富
山
の
水
道

水
は
飲
め
る
し
美
味
し
か
っ
た
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
（
笑
）。

Ｑ
．
今
の
富
山
に
戻
り
た
い
と
思

い
ま
す
か
？

澤
田
：
あ
ま
り
戻
り
た
い
と
は
思

い
ま
せ
ん
ね
。
仕
事
が
で
き
る
場

所
が
な
い
の
で
。
僕
の
場
合
は
研

究
で
き
る
場
所
が
あ
っ
た
ら
戻
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
黒
：
悩
ん
で
い
る
け
ど
、
実
家

も
あ
る
し
、
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所

で
も
あ
る
富
山
に
い
つ
か
は
戻
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

坂
室
：
ち
ょ
っ
と
△
。
商
業
施
設

な
ど
の
楽
し
め
る
場
所
が
増
え
た

ら
、
将
来
戻
っ
て
来
た
い
と
思
う

か
も
。
富
山
は
住
み
や
す
い
！
で

も
他
の
場
所
に
比
べ
て
楽
し
さ
が

薄
れ
る
（
笑
）。
で
き
る
こ
と
が

限
ら
れ
て
る
か
ら
そ
こ
が
懸
念

点
。
あ
と
、
雪
が
多
す
ぎ
る
！
雪

か
き
が
面
倒
で
す
…
。

Ｑ
．
富
山
の
魅
力
は
？

澤
田
：
す
ぐ
山
と
海
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
こ
と
で
す
。
あ
と
、
め
ち

ゃ
く
ち
ゃ
ご
飯
が
美
味
し
い
こ
と

で
す
ね
（
笑
）。

岩
黒
：
や
っ
ぱ
り
自
然
や
環
境
だ

と
思
い
ま
す
。
魚
の
美
味
し
さ
が

県
外
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
！
県
外
の
友
達
に
自
慢
し
た
い

く
ら
い
で
す
！

坂
室
：
食
べ
物
も
美
味
し
い
し
、

空
気
も
美
味
し
い
し
、
お
水
も
美

味
し
い
し
。
あ
と
、
住
み
や
す
く

て
み
ん
な
優
し
い
と
こ
ろ
で
す
！

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
の
富
山
が
継
承
し

て
い
く
べ
き
も
の
と
は
？

澤
田
：
曳
山
祭
な
ど
の
伝
統
文
化

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
文
化

っ
て
長
い
歴
史
が
な
い
と
紡
が
れ

な
い
一
方
で
、
１
回
消
え
る
と
二

度
と
復
活
で
き
な
い
と
思
う
か
ら

で
す
。
映
像
と
か
昔
の
人
の
言
葉

か
ら
再
現
は
で
き
る
け
ど
、
長
い

歴
史
を
つ
な
い
で
い
っ
て
継
続
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。

継
承
し
て
残
せ
る
も
の
は
残
し
た

い
で
す
ね
。

岩
黒
：
や
っ
ぱ
り
寿
司
で
す
ね
。

県
外
の
寿
司
と
は
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
く
ら
い
美
味
し
い
の
で
、

県
外
の
友
達
に
自
慢
し
た
い
で
す
。

坂
室
：
私
も
お
寿
司
で
す
。
と
に

岩黒日輝さん

か
く
寿
司
が
大
好
き
。
寿
司
と
い

う
か
お
魚
！
海
産
物
で
す
！

Ｑ
．
富
山
の
人
口
増
加
に
必
要
だ

と
感
じ
る
こ
と
は
？

澤
田
：
大
学
も
少
な
い
。
も
っ
と

子
育
て
し
や
す
い
環
境
と
、
車
を

使
わ
ず
に
移
動
で
き
る
街
が
広
が

る
べ
き
だ
と
思
う
。

岩
黒
：
公
共
交
通
機
関
を
発
達
さ

せ
る
こ
と
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
か
で
富
山

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
も
大
切

だ
と
思
う
。

坂
室
：
若
い
人
が
好
む
よ
う
な
も

の
が
増
え
た
ら
、
富
山
に
残
る
人

が
増
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
若
い
人
が
楽
し
め
る
よ

う
な
娯
楽
が
も
っ
と
必
要
で
す
か

ね
。

Ｑ
．
富
山
で
就
職
す
る
メ
リ
ッ
ト

や
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？

澤
田
：
メ
リ
ッ
ト
は
、
近
所
の
人

や
親
が
近
く
に
い
る
の
で
病
気
に

な
っ
た
り
何
か
し
ら
の
問
題
が
起

き
て
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら
え
る

し
、
地
元
を
知
っ
て
い
る
か
ら
仕

事
が
し
や
す
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
就
職
先
の

職
種
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

や
、
ど
う
し
て
も
サ
ー
ビ
ス
の
幅

が
狭
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
マ
ニ
ア

ッ
ク
な
職
に
つ
け
な
い
し
、
給
料

も
低
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

岩
黒
：
メ
リ
ッ
ト
は
実
家
か
ら
通

え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
デ
メ

リ
ッ
ト
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出

会
え
な
い
こ
と
で
す
。
出
会
い
が

と
て
も
少
な
い
で
す
！

坂
室
：
メ
リ
ッ
ト
は
、
地
元
で

色
々
な
結
び
つ
き
が
あ
る
と
こ
ろ

で
す
か
ね
。
結
び
つ
き
が
増
え
た

ら
職
の
幅
が
増
え
て
い
く
の
で
、

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
作
り
や
す
い
と

思
い
ま
す
。
都
市
が
大
き
く
な
い

か
ら
こ
そ
、
深
い
関
係
が
築
き
や

す
い
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
頑
張

ろ
う
み
た
い
な
感
じ
に
な
る
。
デ

メ
リ
ッ
ト
は
、
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
づ
ら
い
こ
と
。
都
会
に
比
べ

て
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
る
の

が
遅
い
か
ら
こ
そ
、
挑
戦
す
る
の

が
大
変
な
の
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
最
終
的
に
、
富
山
か
ら
出
て

行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
か
？

澤
田
：
そ
の
予
定
で
す
。
も
し
両

親
が
働
け
な
く
な
っ
た
ら
、
戻
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
黒
：
最
終
的
に
は
戻
ろ
う
と
は

思
っ
て
ま
す
。
慣
れ
親
し
ん
で
い

る
土
地
で
住
み
や
す
い
環
境
だ
か

ら
。

坂
室
：
戻
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
地
元
が
大
好
き
で
す
！

仲
井　

章
校
長
先
生
（
長
野
県
出

身
）

①
妻
が
富
山
に
住
ん
で
い
た
か
ら

②
良
い
こ
と
は
自
然
豊
か
で
、
海

や
山
が
あ
り
食
べ
物
も
美
味
し
い

こ
と
。
悪
い
こ
と
は
、
雪
が
煩
わ

し
い
、
富
山
県
民
は
我
慢
強
く
何

を
考
え
て
い
る
の
か
わ
か
ら
ず
、

本
音
を
あ
ま
り
言
わ
な
い
た
め
率

直
に
話
を
し
て
ほ
し
い
こ
と

③
東
京
は
自
然
が
少
な
い
た
め
、

富
山
の
自
然
の
多
さ
は
宝
。
人
間

性
や
勤
勉
性
も
素
晴
ら
し
い

佐
藤
塁　

先
生
（
秋
田
県
出
身
）

①
行
き
た
い
大
学
が
富
山
に
あ
っ

た
か
ら

②
人
が
優
し
い
こ
と
や
食
べ
物
が

美
味
し
い
こ
と
、
立
山
が
綺
麗
な

こ
と
、
人
の
た
め
に
し
て
く
れ
る

人
が
多
い
こ
と
が
良
い
と
こ
ろ
。

悪
い
こ
と
は
、
東
北
に
は
融
雪
装

置
が
な
い
た
め
、
融
雪
装
置
に
よ

っ
て
足
が
濡
れ
る
こ
と
が
な
い

が
、
富
山
県
は
融
雪
装
置
に
よ
っ

て
足
が
濡
れ
て
し
ま
う
こ
と

③
県
外
の
人
々
に
発
信
し
た
い
魅

力
は
、
素
晴
ら
し
い
景
色
、
美
味

し
い
食
べ
物
、
あ
た
た
か
い
人
に

囲
ま
れ
て
暮
ら
せ
る
こ
と
。
継
承

す
べ
き
も
の
は
、
お
わ
ら
風
の

盆
、
高
岡
鋳
金
、
城
端
織
物
な

ど
、
富
山
が
築
い
て
き
た
文
化

淺
井
多
聞
先
生
（
岐
阜
県
出
身
）

①
仕
事
の
関
係

②
水
と
ご
飯
が
美
味
し
く
て
電
気

代
が
安
い
。
自
然
と
公
園
が
綺
麗

な
こ
と
も
と
て
も
良
い
が
、
雪
が

酷
か
っ
た
り
、
雨
が
多
い
と
こ
ろ

は
住
ん
で
い
て
不
満

③
魅
力
は
春
は
ホ
タ
ル
イ
カ
、
冬

は
ブ
リ
な
ど
、
ど
の
時
期
で
も
食

べ
物
が
美
味
し
い
と
こ
ろ
。
継
承

し
て
い
く
べ
き
も
の
は
、
観
光
業

に
お
金
を
出
す
の
で
は
な
く
、
雇

用
を
増
や
す
よ
う
に
す
る
こ
と

鈴
木　

豊
先
生
（
東
京
都
出
身
）

①
国
際
高
校
に
教
員
の
求
人
が
あ

っ
た
か
ら

②
魅
力
は
山
や
海
が
近
く
、
農
地

が
沢
山
あ
り
、
自
給
自
足
が
可
能

な
と
こ
ろ
。
不
満
な
点
は
電
車
が

少
な
く
、
電
車
賃
や
バ
ス
賃
が
高

い
こ
と

③
発
信
し
た
い
魅
力
は
と
て
も
住

み
や
す
く
、
富
山
市
が
中
心
に
あ

る
た
め
ど
こ
か
ら
で
も
行
く
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。
継
承
し
た
い
点

は
美
味
し
い
お
米
が
と
れ
、
水
田

シ
ス
テ
ム
、
田
ん
ぼ
が
あ
り
、
神

社
な
ど
で
祭
り
が
あ
る
と
こ
ろ
。

ワ
ン
・
ロ
ー
レ
ン
ス
先
生
（
香
港

出
身
）

①
奥
さ
ん
の
実
家
が
富
山
に
あ
っ

た
た
め

②
富
山
は
平
和
で
穏
や
か
で
あ

り
、
東
京
や
香
港
な
ど
大
都
会
に

比
べ
て
息
苦
し
く
な
く
過
ご
し
や

す
い
。
ま
た
、
魚
は
魅
力
的
。
県

外
や
国
外
の
方
々
に
も
ぜ
ひ
知
っ

て
ほ
し
い

③
他
県
や
海
外
に
た
だ
行
く
の
で

は
な
く
、
そ
こ
で
得
た
こ
と
を
富

山
の
発
展
に
活
か
し
て
、
よ
り
良

い
街
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ダ
レ
ン
先
生
（
ア

メ
リ
カ
出
身
）

①
立
山
な
ど
大
き
な
山
が
多
く
、

そ
れ
に
加
え
て
自
然
が
豊
か
だ
か

ら②
富
山
は
、
東
京
や
ア
メ
リ
カ
な

ど
の
大
都
市
圏
に
比
べ
て
物
価
が

安
い
、渋
滞
が
少
な
い
、リ
ラ
ッ
ク

ス
し
や
す
い
な
ど
利
点
が
多
い
が
、

天
気
の
悪
い
日
が
多
く
、外
に
遊

び
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
は
不
便

③
一
度
海
外
に
出
て
み
る
こ
と

で
、
富
山
の
良
さ
を
改
め
て
感
じ

て
ほ
し
い

ベ
リ
ー
先
生
（
ア
メ
リ
カ
出
身
）

①
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
、
行

き
た
い
県
を
指
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
富
山
県
は
自
然

が
豊
か
で
食
べ
物
が
お
い
し
く
、

自
分
の
趣
味
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
最

適
だ
っ
た

②
若
い
世
代
（
特
に
20
代
）
が
少

な
い
、
人
口
減
少
問
題

③
面
白
い
伝
統
芸
能
が
多
い
。
特

に
、
越
中
お
わ
ら
風
の
盆
な
ど
国

の
無
形
文
化
財
に
も
登
録
さ
れ
て

い
る
祭
り
な
ど
、
富
山
の
伝
統
芸

能
を
大
事
に
守
り
継
い
で
い
っ
て

ほ
し
い

　

国
際
高
に
は
、
県
外
や
国
外
出
身
の
先
生
が
い
る
。
新
聞
部
で
は
こ
れ
ら
の
先
生
方
に
、
富
山
県
に

来
た
理
由
や
魅
力
な
ど
を
聞
い
て
み
た
。

【
質
問
事
項
】

①
富
山
県
に
来
た
理
由

②
富
山
県
に
住
ん
で
感
じ
た
良

い
こ
と
と
悪
い
こ
と

③
富
山
県
の
魅
力
、
継
承
す
べ

き
も
の

魅
力
や
素
晴
ら
し
さ
に
気
付
き
、未
来
の
富
山
県
を
支
え
よ
う

まとめ
　

５
月
１
日
、
富
山
県
の
人
口
が

つ
い
に
１
０
０
万
人
割
れ
し
た
こ

と
が
発
表
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の

直
前
の
４
月
2４
日
、
県
内
で
は
氷

見
、
南
砺
、
上
市
、
入
善
、
朝
日

の
５
市
町
が
将
来
的
に
「
消
滅
の

可
能
性
が
あ
る
」
自
治
体
に
該
当

す
る
、
と
人
口
戦
略
会
議
に
よ
っ

て
公
表
さ
れ
た
。
消
滅
可
能
性

は
、
２
０
２
０
～
５0
年
の
３0
年
間

で
、
子
ど
も
を
産
む
中
心
世
代
と

な
る
20
～
３0
代
の
女
性
が
５0
％
以

上
減
る
、
と
の
推
計
を
根
拠
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
私
た
ち
高

校
生
の
間
で
も
富
山
の
人
口
減
少

が
話
題
に
上
が
る
ほ
ど
衝
撃
的
な

も
の
だ
っ
た
。

　

地
元
富
山
を
見
つ
め
直
す
絶
好

の
機
会
だ
と
捉
え
た
新
聞
部
は
、

全
校
生
徒
に
人
口
減
少
問
題
に
関

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
一

方
、
県
内
の
最
前
線
で
人
口
減
少

対
策
を
行
っ
て
い
る
方
々
に
取
材

を
行
っ
た
。
ま
た
、
本
校
出
身
で

県
外
の
大
学
に
通
う
教
育
実
習
生

や
、
県
外
出
身
の
先
生
に
も
、
県

外
に
住
ん
だ
経
験
が
あ
る
人
の
目

線
か
ら
見
え
て
く
る
富
山
県
の
魅

力
も
取
材
。
富
山
県
の
人
口
減
少

い
う
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
入
社

し
た
い
と
思
う
こ
と
を
提
案
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
、
女
性

に
魅
力
的
な
県
内
企
業
が
増
え
る

こ
と
が
解
決
策
の
一
つ
と
感
じ

た
。
例
え
ば
、
女
性
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
や
子
育
て
と
両
立
し
や
す
い

職
場
環
境
を
整
え
た
企
業
が
県
内

に
増
え
る
こ
と
、
そ
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
活
用
し
て
県
内
の
多
様
な

職
種
を
広
報
し
た
り
就
職
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
り
し
、
Ｐ
Ｒ
に
注

力
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

人
口
減
少
問
題
を
所
管
す
る
県

地
方
創
生
局
の
田
中
局
長
に
聞
く

と
、
若
者
を
対
象
と
し
た
「
富
山

ら
し
さ
」
を
出
す
施
策
な
ど
、
人

口
流
出
の
主
因
で
あ
る
若
者
に
も

目
を
向
け
た
活
性
化
策
を
行
っ
て

い
た
。「
県
内
の
人
は
も
ち
ろ

ん
、
県
外
の
人
か
ら
見
て
も
魅
力

的
で
紹
介
で
き
る
よ
う
な
富
山
県

に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
選

ん
で
も
ら
え
る
県
に
す
る
こ
と
が

急
務
と
認
識
し
て
い
た
。
ま
た
、

県
内
で
唯
一
、
人
口
が
増
え
て
い

る
舟
橋
村
の
渡
辺
村
長
は
、
子
育

て
を
含
む
住
環
境
や
「
適
度
な
田

舎
感
」
を
大
切
に
し
、
そ
れ
ら
を

壊
さ
な
い
範
囲
で
人
口
を
増
や
し

た
い
と
話
し
て
お
り
、
両
者
と

も
、
い
か
に
富
山
ら
し
さ
を
残
し

つ
つ
、
そ
の
魅
力
を
強
調
し
て
、

選
ん
で
住
ん
で
も
ら
え
る
か
を
大

切
に
し
て
お
り
、
魅
力
を
残
し
て

伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
た
。

　

富
山
県
の
魅
力
。
そ
れ
は
、
長

く
て
十
数
年
住
ん
で
い
る
私
た
ち

も
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な

い
こ
と
が
多
い
。
県
外
出
身
の
先

生
や
、
県
外
の
大
学
に
通
う
教
育

実
習
生
も
、
富
山
に
住
ん
で
、
あ

る
い
は
県
外
に
住
ん
で
初
め
て
気

づ
い
た
富
山
の
魅
力
が
い
く
つ
も

あ
っ
た
と
話
し
て
い
た
。
外
に
出

た
ら
、
富
山
の
素
晴
ら
し
さ
に
気

付
く
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
県
外
に
出
た
若
者
が

将
来
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
く
な
る
よ

う
に
富
山
県
の
魅
力
や
素
晴
ら
し

さ
を
身
を
も
っ
て
体
感
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は

特
に
、
私
た
ち
高
校
生
の
間
に
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

い
か
に
「
富
山
ら
し
さ
」
や
魅

力
を
残
し
、
人
口
減
少
を
防
い
で

い
く
の
か
。
決
し
て
消
滅
で
は
な

く
、
持
続
可
能
な
未
来
あ
る
富
山

県
に
し
て
い
く
の
は
、
私
た
ち

だ
。【
土
田
夏
帆
】

熱
く
語
る
渡
辺
村
長
＝
舟
橋
村
役
場

　

舟
橋
村
は
日
本
で
一
番
小
さ
な

村
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
人
口
が

増
え
続
け
た
ら
住
む
所
は
ど
う
す

る
の
か
。
渡
辺
村
長
は
「
舟
橋
村

は
富
山
市
と
は
全
然
環
境
が
違
う

た
め
、
そ
こ
は
大
事
に
し
て
い
き

た
い
ん
で
す
。
無
尽
蔵
に
人
口
が

増
え
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
し

た
く
な
い
の
で
、
ど
こ
か
で
現
実

問
題
の
上
限
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
」

と
話
す
。
最
近
、
日
本
で
一
番
小

さ
い
町
で
あ
る
忠
岡
町
（
大
阪

府
）
の
町
長
と
話
す
機
会
が
あ
っ

た
そ
う
で
、
忠
岡
町
の
人
口
は
１

万
６
０
０
０
人
く
ら
い
で
舟
橋
村

で
も
そ
の
く
ら
い
の
人
数
な
ら
住

む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
な
い

が
「
舟
橋
村
で
は
住
環
境
や
『
適

度
な
田
舎
感
』
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
の
で
、
そ
こ
を
壊
さ
な
い

範
囲
で
人
口
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
適
度
に
田
ん

ぼ
も
あ
っ
て
、
と
い
う
空
気
感
の

舟
橋
村
が
好
き
で
移
住
し
て
来
て

い
る
人
が
多
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
選
ん
で
も
ら
っ
た
理
由
を
壊

し
て
ま
で
人
口
を
増
や
そ
う
と
は

思
わ
な
い
」
と
強
調
し
た
。

　

で
は
、
舟
橋
村
だ
け
で
な
く
富

山
県
全
体
の
人
口
を
増
や
す
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
と
思
う
か

を
聞
く
と
、
渡
辺
村
長
は
「
富
山

だ
け
で
考
え
る
考
え
方
と
、
日
本

全
体
の
中
の
富
山
で
考
え
る
の
で

は
、
ま
た
違
っ
て
く
る
」
と
前
置

き
し
、「
現
状
で
、
舟
橋
村
は
外

か
ら
移
住
し
て
来
て
も
ら
っ
て
い

る
方
が
特
に
多
く
て
人
口
が
増
え

て
い
る
の
で
、
富
山
県
も
外
か
ら

来
て
も
ら
え
れ
ば
人
口
は
増
え
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
そ
う
い

う
方
々
に
子
ど
も
を
産
ん
で
も
ら

え
ば
少
子
化
対
策
に
も
つ
な
が
る

と
い
う
話
だ
が
、
そ
う
す
る
と
富

山
県
は
少
子
化
解
消
で
盛
り
上
が

る
が
、
富
山
県
以
外
は
少
子
化
の

状
況
に
進
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
自
分
の
考
え
と
し
て

は
、
人
の
取
り
合
い
を
す
る
の
は

あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
。
そ
れ
以

外
で
、
少
子
化
だ
っ
た
り
人
口
減

少
対
策
を
し
て
い
け
た
ら
い
い
と

い
う
の
が
理
想
」
と
答
え
た
。

　

村
の
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
「
人

口
の
微
増
を
継
続
す
る
こ
と
。
試

算
で
は
、
舟
橋
村
の
人
口
は
２
０

４
０
年
く
ら
い
ま
で
は
ま
だ
ま
だ

増
え
続
け
る
可
能
性
は
高
い
た

め
、
そ
れ
を
も
っ
と
そ
の
先
の
世

代
ま
で
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
」
と

前
向
き
に
語
っ
た
。

魅
力
壊
さ
な
い
程
度
に
増
え
て

魅
力
壊
さ
な
い
程
度
に
増
え
て

魅
力
で
人
口
倍
増

魅
力
で
人
口
倍
増

　

富
山
市
に
隣
接
す
る
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
、
舟
橋
村
の
人
口
は

こ
の
３0
年
ほ
ど
で
約
３
３
０
０
人

（
６
月
１
日
時
点
）
と
倍
以
上
に

増
え
た
。
人
口
密
度
は
県
内
の
自

治
体
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
っ
て
い

る
。
村
の
人
口
が
増
え
て
い
る
大

き
な
理
由
を
聞
く
と
「
舟
橋
村
が

村
外
の
人
か
ら
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
え
る
場
所
に
な
っ
て
い
て
、
舟

橋
村
を
選
ん
で
移
住
し
て
き
て
も

ら
え
て
い
る
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
、

村
内
で
子
ど
も
を
授
か
っ
て
出
産

す
る
人
も
い
る
が
、
や
は
り
大
き

な
要
因
は
村
外
か
ら
移
住
し
て
く

る
人
が
多
い
こ
と
」
と
渡
辺
村
長
。

　

そ
こ
で
、
村
外
か
ら
移
住
し
て

く
る
人
が
増
え
る
メ
リ
ッ
ト
や
問

題
点
に
つ
い
て
聞
い
た
。
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、
移
住
し
て
く
る
人
の

ほ
と
ん
ど
が
小
さ
な
子
ど
も
が
い

た
り
、
こ
れ
か
ら
子
ど
も
を
授
か

ろ
う
と
す
る
３0
～
４0
代
の
年
代
の

人
が
多
く
、
年
齢
的
に
は
と
て
も

若
く
て
活
発
で
元
気
な
村
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
挙
げ
た
。
そ
の

分
、
消
防
団
や
民
生
委
員
な
ど
の

地
域
の
組
織
に
は
な
か
な
か
参
画

し
て
も
ら
え
ず
、
将
来
的
な
存
続

に
不
安
が
あ
る
と
い
う
。「
そ
れ

は
問
題
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

が
、
も
う
少
し
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
。
し
か
し
、
メ
リ
ッ
ト
の
方

が
圧
倒
的
に
多
い
」
と
話
し
た
。

　

村
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
た
め

に
行
っ
た
施
策
に
つ
い
て
は
、

先
々
代
の
村
長
が
行
っ
た
「
子
育

て
共
助
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
、

子
育
て
を
皆
で
や
ろ
う
と
い
う
取

り
組
み
を
し
た
こ
と
が
大
き
い
と

い
う
。
子
育
て
は
と
て
も
大
変
だ

と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
舟
橋
村
で

は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

非
常
に
好
評
で
７
割
の
村
外
利
用

者
が
お
り
、
子
育
て
世
代
の
方
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
然
と
形
成
で

き
る
場
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

「
舟
橋
村
は
子
育
て
し
や
す
い
」

と
い
う
口
コ
ミ
が
広
ま
り
、
そ
の

世
代
の
方
が
舟
橋
村
を
選
ん
で
移

住
す
る
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
特
段
、
他
の
市
町
村

と
比
べ
て
舟
橋
村
が
こ
の
政
策
に

お
金
を
か
け
て
い
る
と
い
う
わ
け

で
な
く
、「
そ
こ
に
関
わ
る
人
に

は
、
子
ど
も
や
子
育
て
し
て
い
る

人
に
対
し
て
強
い
気
持
ち
を
持
っ

て
活
動
し
て
も
ら
っ
て
い
る
た

め
、
そ
の
思
い
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
や
口
コ
ミ
の
評
判
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」
と
熱
く
語
っ
た
。

越
中
祭
り
青
年
会
の
向
井
さ
ん

＝
氷
見
市
・
地
蔵
町
公
民
館　

　

向
井
さ
ん
は
高
岡
市
太
田
地
区

の
出
身
。
富
山
県
や
石
川
県
の
祭

り
に
参
加
し
、
祭
り
の
存
続
活
動

　

新
聞
部
は
、
富
山
県
の
自
治
体
で
唯
一
、
人
口
が
増
え
て
い
る
「
日
本
一
小
さ
な
村
」、
舟
橋
村
役

場
を
訪
れ
、
渡
辺
光
村
長
に
取
材
し
た
。【
土
田
夏
帆
】

若
者
に
面
白
さ
や
楽
し
さ
伝
え
た
い

若
者
に
面
白
さ
や
楽
し
さ
伝
え
た
い

を
続
け
て
い
る
。
富
山
県
内
に

は
、
伏
木
け
ん
か
山
や
放
生
曳
山

祭
り
、
氷
見
祇
園
祭
、
ま
た
氷
見

や
新
湊
地
域
を
は
じ
め
と
し
た
獅

子
舞
な
ど
、
地
域
に
根
付
い
て
い

る
祭
り
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
し
か

し
地
域
に
よ
っ
て
は
２
０
０
５
年

ご
ろ
か
ら
人
口
減
少
が
激
し
く
な

り
、
向
井
さ
ん
の
町
内
で
あ
る
太

田
中
村
獅
子
舞
保
存
会
で
は
元
々

４0
人
近
く
い
た
青
年
団
が
今
で
は

１0
人
以
下
に
ま
で
減
少
し
、
地
元

の
人
だ
け
で
祭
り
を
存
続
さ
せ
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。
少
し
で

も
長
く
自
分
た
ち
の
大
好
き
な
祭

り
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
地
元

は
異
な
る
が
祭
り
好
き
同
士
で
助

け
合
い
、
祭
り
を
存
続
さ
せ
る
努

力
を
し
て
い
る
と
い
う
。

　

祭
り
に
参
加
す
る
人
を
増
や
す

た
め
に
は
、
次
世
代
の
若
者
た
ち

に
祭
り
の
面
白
さ
や
楽
し
さ
を
伝

え
る
こ
と
が
一
番
大
事
と
、
祭
り

の
準
備
や
練
習
、
本
番
で
協
力
し

て
盛
り
上
げ
た
り
作
り
上
げ
た
り

す
る
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
最

優
先
に
し
て
い
る
そ
う
だ
。
ま

た
、
人
口
減
少
だ
け
で
な
く
高
齢

化
が
進
む
こ
と
で
体
力
不
足
な
ど

の
問
題
も
あ
る
。「
準
備
は
高
齢

者
で
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
本

番
な
ど
は
若
い
人
の
体
力
が
な
い

と
成
功
さ
せ
る
こ
と
は
厳
し
い
」

と
向
井
さ
ん
は
現
状
に
頭
を
悩
ま

せ
な
が
ら
話
し
て
い
た
。
最
後
に

「
富
山
の
祭
り
は
地
域
の
宝
！
子

ど
も
に
も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
」
と
熱
い
思
い
を
語

っ
た
。

　

新
聞
部
は
、
人
口
減
少
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
地
域
の

祭
り
に
注
目
。
越
中
祭
り
青
年
会
の
向
井
健
介
さ
ん
に
話
を
聞
い

た
。【
西
森
元
嗣
】

子
育
て
環
境
・
適
度
な
田
舎
感
で
人
口
増

子
育
て
環
境
・
適
度
な
田
舎
感
で
人
口
増

舟
橋
村

舟
橋
村  

渡
辺
村
長
に
聞
く

渡
辺
村
長
に
聞
く

教
育
実
習
生
座
談
会

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
魅
力
発
信
が
大
切

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
魅
力
発
信
が
大
切

澤
田
澤
田

坂
室
坂
室

岩
黒
岩
黒

地
元
大
好
き
！
戻
っ
て
き
ま
す

地
元
大
好
き
！
戻
っ
て
き
ま
す

子
育
て
環
境
と
街
づ
く
り
急
務

子
育
て
環
境
と
街
づ
く
り
急
務

Ｕ
タ
ー
ン
理
由
も
家
族
・
友
人

Ｕ
タ
ー
ン
理
由
も
家
族
・
友
人

Ｑ
１３
．（
一
度
県
外
で
進
学
or
就

職
し
て
、
い
ず
れ
は
富
山
県
に
戻

り
た
い
人
に
）
一
度
県
外
に
出
た

い
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

　

「
県
内
に
希
望
の
職
種
や
進
学

分
野
が
少
な
い
か
ら
」
が
５0
・
８

％
と
半
数
を
超
え
、「
富
山
県
で

は
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
か
ら

（
推
し
活
・
夢
を
追
う
な
ど
）」

が
2５
・
４
％
と
続
い
た
。

　

進
学
・
就
職
面
を
挙
げ
る
人
が

半
数
を
超
え
て
い
る
た
め
、
需
要

が
あ
る
学
部
学
科
や
職
種
を
増
や

せ
ば
県
外
に
流
れ
て
い
く
人
が
減

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ
１４
．（
一
度
県
外
に
出
た
い
と

思
う
人
に
）
行
き
先
は
ど
こ
を
考

え
て
い
ま
す
か
？

　

首
都
圏
が
４７
・
５
％
と
半
数
近

く
。
北
陸
・
隣
県
が
2５
・
４
％
、

関
西
圏
が
１６
・
９
％
だ
っ
た
。
海

外
も
５
・
１
％
い
た
。
Ｑ
１0
に
記

載
し
た
、
今
春
の
卒
業
生
実
績
デ

ー
タ
に
近
い
よ
う
だ
。

Ｑ
１５
．（
い
ず
れ
富
山
県
に
戻
り

た
い
人
に
）
な
ぜ
で
す
か
？

　

「
家
族
や
友
人
が
い
る
か
ら
」

が
４９
・
2
％
と
半
数
近
く
、「
生

ま
れ
育
っ
た
場
所
だ
か
ら
」
が

2３
・
７
％
、「
自
然
環
境
が
い
い

か
ら
」
が
22
・
0
％
と
続
い
た
。

一
度
県
外
に
出
た
人
が
、「
故
郷

に
戻
ろ
う
」
と
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
る
の
は
、
や
は
り
家
族
や
友

人
が
多
い
よ
う
だ
。

Ｑ
１６
．
県
外
へ
の
人
口
流
出
を
減

ら
す
・
止
め
る
た
め
に
ど
う
す
る

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
か
？
（
自
由

記
述
）

　

「
若
者
向
け
の
娯
楽
施
設
や
観

光
名
所
を
増
や
す
」「
県
内
の
大

学
や
学
部
を
増
や
す
」「
子
育
て

を
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
」
な

ど
が
多
数
。
他
に
、
順
不
同
で
挙

げ
る
。「
富
山
の
会
社
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
う
」「
さ
ら
な
る
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
を
目
指
す

か
、
県
内
に
な
い
お
店
を
出
店
す

る
」「
も
っ
と
都
会
感
を
出
す
」

「
若
い
人
が
働
け
る
場
所
を
増
や

す
」「
富
山
に
し
か
で
き
な
い
経

済
発
展
、
独
自
性
を
持
つ
」「
富

山
県
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
た
め

の
活
動
を
考
え
る
」「
給
料
を
上

げ
た
り
、
公
共
交
通
機
関
を
活
性

化
さ
せ
る
」「
都
会
に
あ
る
よ
う

な
若
者
ウ
ケ
が
い
い
施
設
、
企

画
、
イ
ベ
ン
ト
を
富
山
で
や
る
」

県
外
出
身
の
先
生
に
聞
く

県
外
出
身
の
先
生
に
聞
く

富
山
県
は
素
晴
ら
し
い
！

富
山
県
は
素
晴
ら
し
い
！

特集 １

　富山県の人口が、今年とうとう１００万人を割ってし　富山県の人口が、今年とうとう１００万人を割ってし まった。減少のペースは年 １万人程度に加速しているまった。減少のペースは年 １万人程度に加速している
らしい。そのうえ、県内の ５市町で「消滅可能性」がらしい。そのうえ、県内の ５市町で「消滅可能性」が あるというショッキングなニュースも飛び込んできあるというショッキングなニュースも飛び込んでき
た。これは、一大事だ。た。これは、一大事だ。
　私たちの住む富山県には、これからどんどん人口が　私たちの住む富山県には、これからどんどん人口が 減ってしまうと未来はあるのか？　人口減少を防ぐに減ってしまうと未来はあるのか？　人口減少を防ぐに
はどうすればよいのか。全力で探った。はどうすればよいのか。全力で探った。

富山県の未来 はあるのか？富山県の未来 はあるのか？
県人口１００ 万人割れ県人口１００ 万人割れ

祭
り
に
与
え
る
影
響

祭
り
に
与
え
る
影
響高

岡
の
太
田
中
村
獅
子
舞

【特集 １】　
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Ｑ
１
．「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」
と
い
う

単
語
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

　

本
校
生
徒
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
認

知
度
を
調
べ
た
。
全
校
集
計
で

は
、「
全
て
知
っ
て
い
た
」
は

４５
・
2
％
、「
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ

た
」
は
３９
・
９
％
、「
聞
い
た
こ

と
が
な
い
」
は
１４
・
９
％
だ
っ
た
。

　

「
全
て
知
っ
て
い
た
」
と
い
う

回
答
は
全
校
で
女
子
が
４８
・
0

％
、
男
子
が
４0
・
2
％
と
、
女
子

の
方
の
認
知
度
が
高
か
っ
た
。
ま

た
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
認

知
度
は
高
ま
り
、
３
年
生
は
男
子

が
５0
・
８
％
、
女
子
は
５６
・
９
％

に
上
っ
た
。
学
校
の
授
業
な
ど
で

学
ん
だ
成
果
が
表
れ
て
い
る
と
言

え
る
。

Ｑ
２
．
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
は
身
近

に
い
ま
す
か
？

　

「
い
る
」
が
全
体
で
１５
・
９

％
、「
い
な
い
」
が
３2
・
９
％
に

対
し
、「
わ
か
ら
な
い
」
が
５１
・

2
％
と
半
数
を
超
え
た
。
学
年
で

あ
ま
り
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

が
、「
い
る
」
と
答
え
た
男
子
が

９
・
３
％
に
対
し
て
女
子
が
１９
・

６
％
と
倍
増
し
た
。

Ｑ
３
．「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
」
と
い
う
単

語
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

　

性
的
思
考
や
性
自
認
を
表
す
こ

の
言
葉
を
「
知
っ
て
い
た
」
は
全

体
で
１４
・
７
％
、「
聞
い
た
こ
と

は
あ
る
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か

っ
た
」
１７
・
６
％
に
対
し
、「
聞

い
た
こ
と
が
な
い
」
は
６７
・
７
％

で
圧
倒
的
多
数
を
占
め
た
。
学
年

で
あ
ま
り
差
は
な
く
、
全
校
で
男

子
の
８2
・
0
％
、
女
子
の
５９
・
８

％
が
「
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
と

答
え
て
お
り
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」

に
比
べ
る
と
認
知
度
は
と
て
も
低

か
っ
た
。

Ｑ
４
．
日
本
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
割

合
は
人
口
の
何
％
ぐ
ら
い
？

　

４
択
の
ク
イ
ズ
を
出
題
し
た
。

回
答
は
全
校
で
、
①
「
約
0
・
１

％
」
が
１0
・
３
％
、
②
「
約
１

％
」
が
３８
・
0
％
、
③
「
約
５

％
」
が
３７
・
８
％
、
④
「
約
１0

％
」
が
１３
・
９
％
だ
っ
た
。
正
解

は
、
④
の
約
１0
％
と
言
わ
れ
て
お

り
、
正
解
し
た
人
は
少
な
か
っ

た
。
実
際
よ
り
も
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

の
割
合
は
そ
ん
な
に
多
く
な
い
と

認
識
し
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
だ
。

Ｑ
５
．
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

富
山
県
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す

か
？
（
複
数
回
答
）

　

全
体
で
、「
教
育
現
場
で
の
啓

発
活
動
」
が
４９
・
４
％
、「
社
会

制
度
の
見
直
し
」
が
６１
・
８
％
、

「
行
政
に
よ
る
啓
発
活
動
」
が

2３
・
５
％
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ

い
て
の
専
門
の
相
談
機
関
」
が

４0
・
９
％
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人

が
安
心
し
て
集
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
」
が
４７
・
７
％
。

「
社
会
制
度
の
見
直
し
」
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
一
番
多
い

結
果
と
な
っ
た
。
富
山
県
だ
け
の

問
題
で
な
く
、
日
本
の
現
在
の
社

会
制
度
が
今
の
時
代
に
合
っ
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
よ

う
だ
。

Ｑ
６
．
国
際
高
で
行
え
ば
良
い
と

思
う
取
り
組
み
や
配
慮

　

多
か
っ
た
意
見
は
、「
体
操
服

の
色
を
男
女
で
分
け
な
い
よ
う
に

す
る
」、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
対
す
る

講
座
を
開
く
」、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の

人
専
用
の
ト
イ
レ
を
作
る
」
と
い

う
も
の
が
挙
げ
ら
れ
た
。
他
に

「
相
談
で
き
る
環
境
を
作
る
」
や

「
あ
え
て
何
も
し
な
い
」
と
い
う

意
見
も
あ
っ
た
。

Ｑ
７
．
様
々
な
価
値
観
を
受
け
入

れ
る
こ
と
（
多
様
性
）
は
大
切
だ

と
思
い
ま
す
か
？

　

全
体
で
「
は
い
」
９８
・
４
％
、

「
い
い
え
」
１
・
６
％
と
、
ほ
と

ん
ど
の
生
徒
が
様
々
な
価
値
観
を

受
け
入
れ
る
こ
と
（
多
様
性
）
は

大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

今
回
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
か
ら
、
国
際
高
に
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
生
徒

が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ
い
て
は
、

「
過
ご
し
や
す
い
よ
う
に
日
常
生

活
で
の
対
策
や
今
の
社
会
制
度
の

見
直
し
が
必
要
」
と
考
え
る
人
が

多
い
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
理
解
し
て

い
く
こ
と
が
、
様
々
な
人
が
過
ご

し
や
す
い
世
の
中
に
な
っ
て
い
く

た
め
の
方
策
の
一
つ
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

記
者
の
目

国際生
アンケート
　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
、
性
の
多
様
性
に
関
す
る
国
際
生
の
意
識
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
全
校
生
徒
を
対
象
に
５

月
下
旬
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
有
効
回
答
数
は
７
０
６
人
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

認
知
度
約
半
数

認
知
度
約
半
数

「
身
近
に
い
る
」

「
身
近
に
い
る
」１６１６
％　

社
会
制
度
の
見
直
し
必
要

％　

社
会
制
度
の
見
直
し
必
要

Ｑ1．LGBTQ という
　　  単語を知っていた？

全て知っていた
聞いたことはあるが
よくわかっていなかった
聞いたことがない

48%48%

13.1%13.1%

40.2%40.2%

15.9%15.9%

女男
46.6%46.6% 36.1%36.1%

Ｑ2．LGBTQ の人は
　　  身近にいますか？

はい
いいえ

わからない

女男
49.7%49.7%

30.7%30.7%

19.6%19.6%9.3%9.3%

36.7%36.7%

54%54%

LGBTQについて

※「Ｑ」は、性的マイノリティの総称として用いられる「クィア（Queer）」
　を意味する場合があります。

出典：法務省（2022年 9 月作成）

身体の性は女性、心の性も女性、
恋愛対象は女性

レズビアン

身体の性は男性、心の性も男性、
恋愛対象は男性

ゲイ

たとえば身体の性が女性なら、心の性も女性、
恋愛対象は女性と男性の両方

バイセクシャル

クエスチョニング
心の性や恋愛対象が揺れ動いたり定まらなかった
りする。また、どちらかに決めたくない、わから
ないなど特定の枠にはまらない

トランスジェンダー
身体と心の性に違和感がある。恋愛対象は異性と
同性のどちらか、または両方の場合がある

L
G
B
T
Q

※

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
実
施
と
性
別
欄
削
除

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
実
施
と
性
別
欄
削
除

富
山
県
県
民
生
活
課
に
聞
く

富
山
県
県
民
生
活
課
に
聞
く

　

新
聞
部
は
６
月
３
日
、
富
山
県
庁
を
訪
れ
、
県
民
生
活
課
人
権

啓
発
担
当
の
齋
藤
政
利
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。【
山
藤
亜
純
】

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
５９５９
組
利
用

組
利
用

　

ま
ず
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
に
つ
い
て
聞
い
た
。
富
山
県
で

は
全
て
の
県
民
が
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
多
様
性
を
認
め
合
い
、

誰
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
人
権
尊
重
社
会
を
目
指
す
た

め
、
昨
年
３
月
１
日
か
ら
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
同
性
カ
ッ

プ
ル
、
異
性
ど
う
し
の
事
実
婚
を

含
め
て
５９
組
１
１
８
人
が
こ
の
制

度
を
利
用
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

現
状
で
は
、
県
庁
に
出
向
い
て

宣
誓
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宣
誓
書

受
領
書
を
受
け
取
る
。
受
領
書
は

無
地
版
と
レ
イ
ン
ボ
ー
版
の
2
種

類
が
あ
り
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
も
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
公
営
住

宅
な
ど
に
入
居
申
し
込
み
が
で
き

県
の
施
策
を
話
す
齋
藤
さ
ん
＝
富
山
県
庁

富山県では、すべての県民が個人として尊重され、多様性を認め合い、
誰もが安心して心豊かに暮らせる人権尊重社会を目指しています。

パートナーシップ
宣誓制度

パートナーシップ
宣誓制度

　お互いをかけがえのないパートナーであることを約束する二人が、知事に対し、
パートナーと共同して、パートナーシップにあることを宣誓するものです。県は、お二
人の関係性を証明する「受領証」を交付します。

　お二人が以下の条件を満たす必要があります。
　　❶ 成年に達していること。
　　❷ いずれか一方が、県内に住所を有しているか又は県内への転入を予定していること。
　　❸ 現に婚姻していないこと。
　　❹ 現に宣誓をしようとする相手方以外の者とパートナーシップにないこと。
　　❺ 宣誓に係るパートナーと直系血族若しくは三親等内の傍系血族又は直系姻族

でないこと。

パートナーシップ宣誓とは

宣誓をすることができる方

富山県

　本人の意に反して、他人にその利用に係る情報を流すことは、アウティング（暴露）
になりますので、この取組みの趣旨を十分にご理解いただき、不当な差別的取扱を
絶対に行わないなど適切な対応についてご配慮いただきますようお願いいたします。

受領証の提示を受けられた方へ

富
山
県
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
告
知
す
る
チ
ラ
シ

た
り
、
一
部
の
医
療
機
関
で
面
会

や
病
状
説
明
に
利
用
で
き
た
り
す

る
。
ま
た
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
で
も

利
用
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
は
増
え
て
い
る
が
、

制
度
は
都
道
府
県
や
市
町
村
単
位

の
た
め
、
引
越
し
を
す
る
た
び
に

や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
。
富
山
県
は
現
在
、
茨
城
県
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の

連
携
協
定
を
締
結
し
、
手
続
き
の

簡
素
化
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
連
携
協
定
は
ま

だ
少
な
い
た
め
、
こ
れ
か
ら
他
の

自
治
体
と
も
締
結
し
て
い
き
、
利

用
で
き
る
民
間
サ
ー
ビ
ス
も
増
や

し
て
い
き
た
い
と
話
し
た
。

　

次
に
、
ど
の
性
別
に
属
す
る
か

明
確
に
す
る
べ
き
公
的
書
類
を
書

く
場
合
に
、
性
別
欄
は
ど
う
書
い

て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
の
か
と
聞

い
て
み
た
。
富
山
県
で
は
、
令
和

2
年
か
ら
３
年
度
に
か
け
て
、
申

請
書
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

対
象
は
、
県
が
県
民
に
提
出
を
求

め
る
文
書
と
、
県
民
に
交
付
す
る

文
書
な
ど
、
県
で
決
め
る
こ
と
の

で
き
る
も
の
だ
。
性
別
記
載
の
必

要
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
性
別

欄
を
削
除
し
た
。
ま
た
、
県
民
に

交
付
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
性
別
欄
を
記
載
し
な
い

と
い
う
見
直
し
を
行
っ
た
。
戸
籍

に
つ
い
て
は
法
令
上
、
生
物
的
な

性
を
続
柄
な
ど
に
記
載
す
る
こ
と

に
な
る
。
戸
籍
以
外
で
も
、
住
民

票
な
ど
に
も
生
物
的
な
性
を
記
載

す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
家

庭
裁
判
所
に
届
け
出
て
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
戸
籍
上
の
性
別
を

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
校
生
に
も
ま
だ
ま
だ
啓
発
必
要

高
校
生
に
も
ま
だ
ま
だ
啓
発
必
要

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
悩
む
若
者
に
対

し
て
、
県
が
行
っ
て
い
る
こ
と
を

質
問
し
た
。
富
山
県
で
は
若
者
を

対
象
と
し
て
た
く
さ
ん
の
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
学
校
に
向
け
て

は
、「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ガ
イ
ド
」

を
発
行
し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
に
つ
い
て
情

報
提
供
を
し
て
お
り
、
長
期
休
暇

前
に
は
小
中
高
校
生
を
対
象
に
相

談
窓
口
の
紹
介
も
し
て
い
る
。
学

校
以
外
で
は
、
年
に
１
回
、
富
山

市
と
高
岡
市
で
人
権
啓
発
講
演
会

に
よ
る
研
修
機
会
の
提
供
や
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
教
材
の
無
料
貸
し
出
し
を
行

っ
て
い
る
。
高
校
生
に
も
貸
し
出

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
。

　

県
で
は
、
他
に
も
性
の
多
様
性

を
紹
介
す
る
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る

が
、
齋
藤
さ
ん
は
「
性
の
多
様
性

に
関
す
る
行
政
の
啓
発
は
ま
だ
ま

だ
足
り
な
い
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
」
と
話
す
。
高
校
生
に
対
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
は
隣
に
い
な
い
と
思
っ
て
い
る

人
が
多
い
け
ど
、
き
っ
と
言
わ
な

い
だ
け
で
隣
に
い
る
。
最
低
限
、

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
理
解
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
強
調
し
た
。

　

２
０
２
０
年
４
月
、
前
身
の
男

女
共
同
参
画
推
進
室
か
ら
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
ー
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
と

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
多
様
な
性
的

皆
が
生
き
生
き
と
活
躍
す
る
場
づ
く
り
推
進

皆
が
生
き
生
き
と
活
躍
す
る
場
づ
く
り
推
進

指
向
と
性
自
認
（
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
）
全

て
を
尊
重
す
る
こ
と
に
加
え
、
障

害
の
有
無
、
年
齢
、
文
化
、
宗

教
、
信
条
、
国
籍
な
ど
の
多
様
性

を
尊
重
し
、
皆
が
生
き
生
き
と
活

躍
で
き
る
教
育
・
研
究
・
職
場
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
の
が
設
立

目
的
だ
。

　

富
山
大
学
で
は
、
男
女
共
同
参

画
の
た
め
の
女
性
研
究
者
支
援

や
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
た
め
の
育
児
・
介
護
支
援
を

行
う
ほ
か
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

推
進
の
た
め
の
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
や

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
多
様
な
性
的
指
向
・
性
自
認

（
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
）
の
尊
重
の
た
め
に

基
本
指
針
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
教
職
員
や
学
生
を
対
象
に
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
啓
発
の
た

め
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
、
性
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
中
に
は
、「
多
様
な
Ｓ

Ｏ
Ｇ
Ｉ
の
尊
重
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
自
身
の
性

で
傷
つ
い
た
り
、
無
意
識
に
も
他

者
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
と
い

富
山
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
推
進
セ
ン
タ
ー
に
聞
く

富
山
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
推
進
セ
ン
タ
ー
に
聞
く

自
己
受
容
が
鍵

自
己
受
容
が
鍵

っ
た
こ
と
の
な
い
環
境
づ
く
り
に

向
け
て
、
よ
り
一
層
当
事
者
に
寄

り
添
っ
た
取
り
組
み
を
行
う
予
定

だ
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
富
山
大
学
に
は
３
キ
ャ

ン
パ
ス
そ
れ
ぞ
れ
に
「
学
生
相
談

室
」
と
「
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
り
、
様
々
な
悩
み
相
談
を
受

け
て
い
る
。
外
部
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

＋
支
援
団
体
と
も
連
携
し
て
お

り
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
、

多
様
な
性
に
つ
い
て
話
し
合
う

「
や
わ
カ
フ
ェ
」
を
大
学
内
で
月

に
１
回
開
催
し
、
性
に
悩
む
学
生

が
一
息
つ
け
る
場
を
提
供
し
て
い

る
と
い
う
。

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
を
推
進
す
る
富
山
大
学
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
推
進
セ
ン
タ
ー
長
の
張
頸
さ

ん
（
学
術
研
究
部
理
学
系
教
授
）
と
、
職
員
の
松
木
真
理
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。【
川
倉
万
葉
子
】

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
」消
え
る
の
が
最
終
目
標

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
」消
え
る
の
が
最
終
目
標

　

最
終
的
な
目
標
を
聞
い
て
み
る

と
「
ま
だ
ま
だ
到
達
は
先
で
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
や
一
人
一
人
の
個
性
の
尊

重
が
、
ご
く
当
た
り
前
の

社
会
と
な
り
、
啓
発
す
る

必
要
す
ら
な
く
な
り
、

『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
』

と
い
う
言
葉
が
廃
れ
る
こ

と
が
最
終
的
な
ゴ
ー
ル
だ

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
ー
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
高
校
生
に
し
て
ほ

し
い
こ
と
を
聞
く
と
、

「
本
物
と
出
会
う
こ
と

と
、
自
己
受
容
が
鍵
。
ま

ず
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス

マ
ホ
で
読
ん
だ
だ
け
の
情

報
で
『
知
る
』
と
い
う
体

験
を
完
了
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
リ
ア
ル
の
世
界
で

実
際
に
会
い
、
交
流
し
て
人
の
想

い
を
感
じ
て
ほ
し
い
。
そ
う
し
て

知
っ
た
情
報
が
、
実
体
験
と
し
て

真
に
自
分
の
血
肉
と
な
り
、
多
様

な
意
見
や
価
値
観
の
受
容
に
つ
な

が
る
。
ま
た
、
自
分
が
自
分
を
認

め
る
、
そ
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け

入
れ
る
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
。

思
い
切
っ
て
、
ま
ず
は
自
分
を
全

肯
定
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
う
え

で
、
よ
り
自
分
を
好
き
に
な
れ
る

よ
う
に
、
努
力
や
研
鑽
を
し
ま
し

ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
周
り
も
み

ん
な
『
努
力
し
て
い
る
人
た
ち
』

と
し
て
慈
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
社
会
へ
の

第
一
歩
は
、
自
分
の
受
容
か
ら
で

す
。
高
校
生
に
は
、
多
様
な
人
と

の
出
会
い
と
縁
を
人
生
の
糧
と
し

て
、
自
分
自
身
を
大
切
に
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
」
と
強
調
し
て
い
た
。

学
内
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
セ
ン
タ
ー
作
成
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー

啓発と「自分らしさ」表現へ 　「性の多様性」の啓発と、
皆が「自分らしさ」を表現す
ることを推進している、県の
行政と富山大学に取材した。

　性の 多様性　性の 多様性
～誰もが自分らしく、　生き生きと～誰もが自分らしく、　生き生きと

自分を　表現できる社会へ～自分を　表現できる社会へ～

LGBTQって？
「性の多様性」って？？

　あなたは普段、誰かと接する時にその人の性別を意あなたは普段、誰かと接する時にその人の性別を意 識していますか？　体が女だったら女、男だったら男識していますか？　体が女だったら女、男だったら男
と勝手に決めつけていませんか？と勝手に決めつけていませんか？
　いま話題になっている「性の多様性」が本当に実現　いま話題になっている「性の多様性」が本当に実現 する社会になるために、私たちはどうすればよいのだする社会になるために、私たちはどうすればよいのだ
ろうか。ろうか。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
や
「
性
の
多

様
性
」
と
は
何
か
、
解
説
す

る
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
は
、
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
者
）
の
総

称
。
主
に
恋
愛
感
情
の
方
向
を
表

す
性
的
指
向
と
、
自
分
の
性
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
を
表

す
性
自
認
に
分
け
ら
れ
る
。

　

レ
ズ
ビ
ア
ン（Lesbian

）は
女

性
を
愛
す
る
女
性
、ゲ
イ
（Gay

）

は
男
性
を
愛
す
る
男
性
、バ
イ
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
（Bisexual
）
は
両

性
愛
者
と
も
呼
び
、
女
性
ま
た
は

男
性
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
二
つ

以
上
の
性
に
惹
か
れ
る
人
と
い
う

性
的
指
向
を
指
す
。ま
た
、ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー（Transgender

）

は
身
体
の
性（
身
体
的
性
）と
心
の

性
（
性
自
認
）
が
異
な
る
人
、
ク

エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ（Questioning

）

は
自
分
自
身
の
性
的
指
向
や
性
自

認
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
人
、

ま
た
は
意
図
的
に
決
め
て
い
な
い

人
を
表
す
。

　

他
に
も
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
＋

（
プ
ラ
ス
）
を
付
け
て
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
＋
」
や
、
複
数
形
の
ｓ
を
付

け
て
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
言
っ
て
も
多
様

な
人
が
い
る
た
め
、
容
易
に
一
括

り
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。

　

最
近
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
代

わ
っ
て
「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
（
ソ
ジ
、
ソ

ギ
）」
と
い
う
言
葉
も
広
く
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
性

的
指
向
（
好
き
に
な
る
性
）
と
性

自
認
（
心
の
性
）、そ
れ
ぞ
れ
の
英

訳
（Sexual Orientation & 

Gender Identity

）
の
頭
文
字
を

と
っ
た
も
の
で
、性
表
現（Gender 

Expression

）
の
Ｅ
を
足
し
て

「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｅ
」（
ソ
ジ
ー
・
ソ

ギ
ー
）
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
性
の
あ
り
方
に
関
わ
る
概
念

を
広
く
表
す
言
葉
で
、「
全
て
の

人
に
性
的
指
向
や
性
自
認
の
要
素

が
備
わ
っ
て
お
り
、『
自
分
の
性
』

は
『
多
様
な
性
』
の
一
つ
で
あ

る
」
と
い
う
人
の
属
性
を
表
す
意

味
を
持
つ
。

　

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
ど
の
よ

う
に
形
成
さ
れ
て
い
る
か
を
分
か

り
や
す
く
示
し
た
も
の
と
し
て
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ブ
レ
ッ
ド
・
パ
ー

ソ
ン
」
と
い
う
図
＝
右
＝
が
あ

る
。
人
型
ク
ッ
キ
ー
の
ジ
ン
ジ
ャ

ー
ブ
レ
ッ
ド
マ
ン
を
土
台
に
、
多

様
な
性
の
あ
り
方
（
四
つ
に
分
け

ら
れ
る
性
）
を
図
解
し
て
い
る
。

脳
が
性
自
認
（Identity

）、
心
が

性
的
指
向
（Attraction

）、
生
殖

器
が
生
物
学
的
性
（Sex

）、
人

型
ク
ッ
キ
ー
が
性
表
現

（Expression

）
を
表
す
。
こ
れ

は
ア
メ
リ
カ
で
活
動
家
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
、
作
家
、
コ
メ
デ
ィ
ア
ン

な
ど
様
々
な
顔
を
持
つ
サ
ム
・
キ

ラ
ー
マ
ン
が
提
案
し
た
。

　

公
式
サ
イ
ト
で
は
、
図
だ
け
で

は
な
く
自
分
で
ス
ケ
ー
ル
を
書
き

込
め
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
も
教

材
と
し
て
無
料
提
供
し
て
い
る
。

　

「
あ
な
た
は
自
分
の
性
を
ど
う

自
認
し
て
い
る
？
」「
あ
な
た
の

生
物
学
的
な
性
は
？
」「
あ
な
た

が
表
現
し
た
い
性
は
？
」「
恋
愛

的
に
惹
か
れ
る
の
は
？
」「
性
的

に
惹
か
れ
る
の
は
？
」
…
自
分
の

性
に
つ
い
て
多
角
的
に
尋
ね
る
質

問
が
複
数
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

「
男
女
」
の
二
択
で
は
な
く
、
ス

ケ
ー
ル
で
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

　

「
私
は
こ
れ
く
ら
い
男
性
に
惹

か
れ
る
し
、
こ
れ
く
ら
い
女
性
に

も
惹
か
れ
る
」
と
、
両
方
へ
の
回

答
が
可
能
だ
。
回
答
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
は
、
無
限
に
あ
る
。

【
松
村
春
佳
】

ジェンダーブレッド・パーソン

～性的指向・性自認に関して～
行政の取り組み状況マップ

　【特集 ２】
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そ
の
人
ら
し
さ
を
尊
重
し
よ
う

本
校
に
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
設
置
を

まとめ
　

近
年
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
い
う
言

葉
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。

い
ま
、
学
校
の
授
業
で
も
取
り
扱

わ
れ
て
い
る
。
日
本
国
内
の
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
割
合
は
、
調
査
に
よ
っ

て
差
は
あ
る
が
１0
人
に
１
人
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
こ
れ
は
左
利

き
の
人
と
同
じ
く
ら
い
。「
身
近

に
は
い
な
い
」
の
で
は
な
く
、

「
気
付
い
て
い
な
い
」
だ
け
な
の

だ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
非
常
に
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な

こ
と
だ
し
、
当
事
者
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
接
す
れ
ば
良
い
の
か
な

ど
、
疑
問
点
も
多
い
の
も
事
実
。

そ
こ
で
新
聞
部
は
、「
性
の
多
様

性
」
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
認

識
し
て
も
ら
い
、
考
え
て
も
ら
お

う
と
、
こ
の
特
集
を
組
ん
だ
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
を
含
め
た

「
性
の
多
様
性
」
に
関
す
る
意
識

に
つ
い
て
、
全
校
生
徒
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
と
、
理

解
し
よ
う
と
す
る
生
徒
が
多
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ

る
「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
と
言

わ
れ
る
人
達
も
住
み
や
す
い
よ
う

に
、
日
常
生
活
の
対
策
や
今
の
社

会
制
度
の
見
直
し
が
必
要
だ
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
。
先
生
方
に
も

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
が
、
現
段

階
で
は
特
に
学
校
全
体
の
指
針
な

ど
は
な
く
、
配
慮
の
仕
方
は
各
先

生
に
よ
り
異
な
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。「
個
別
に
相
談
で
き
る
窓
口

を
設
け
る
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
一
方
、「
何
も
し
な
い
こ
と
が

最
大
限
の
配
慮
」
と
い
う
意
見
も

見
ら
れ
た
。
保
健
室
の
高
道
先
生

は
、「
特
別
視
し
な
い
が
配
慮
は

必
要
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

本
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
ベ
リ
ー
先
生
の

出
身
地
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
が
ご
く
身
近
な
存
在
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
ま
だ

そ
れ
ほ
ど
浸
透
し
て
い
な
い
よ
う

に
思
え
る
。
昨
年
６
月
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
理
解
を
広

め
る
た
め
の
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増

進
法
」
が
国
会
で
成
立
、
施
行
さ

れ
た
が
、
保
守
派
へ
の
配
慮
か
ら

「
全
て
の
国
民
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
留
意
す
る
」
と
の
内

容
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
対

し
、「
差
別
す
る
側
へ
の
配
慮
で

は
な
い
か
」
と
当
事
者
や
支
援
団

体
か
ら
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
の
が
現
状
だ
。

　

あ
ら
ゆ
る
多
様
性
を
意
味
す
る

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
。
富
山
大
学
の

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
セ
ン
タ
ー

に
聞
く
と
、
大
学
で
は
外
部
の
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
支
援
団
体
と
連
携

し
、
性
に
悩
む
学
生
が
一
息
つ
け

る
場
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
。

富
山
県
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
や
性
別
欄
の
削
除
な
ど
、

配
慮
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
当
事

者
団
体
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ー
ト
富
山

の
方
は
、「
こ
う
し
た
取
り
組
み

は
助
か
る
」
と
話
し
て
い
た
。
全

て
の
人
が
幸
せ
に
、
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
環
境
が
大
切
だ
。

　

今
月
、
藤
井
富
山
市
長
に
質
問

す
る
機
会
が
あ
り
、「
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
と
言
わ
れ
る
人
達
に
と
っ

て
も
住
み
や
す
い
市
に
な
る
た
め

に
、
対
策
を
し
て
い
る
か
」
と
聞

い
て
み
る
と
「
偏
見
を
な
く
す
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
当
然
、「
自

分
は
偏
見
な
ど
持
っ
て
い
な
い
、

特
別
視
な
ど
し
て
い
な
い
か
ら
大

丈
夫
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
そ
こ
に
は
い
な
い
こ
と

を
前
提
と
し
て
誰
か
が
発
し
た
言

葉
に
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
自
分
の

存
在
を
無
視
さ
れ
た
と
思
っ
た
り

し
て
い
る
人
が
い
る
か
も
知
れ
な

い
の
だ
。
無
知･

無
関
心
（
他
人

事
）・
偏
見
（
思
い
込
み
）
を
な

く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
新
聞
部
は
、
本
校
で
す

ぐ
に
で
も
で
き
る
取
り
組
み
と
し

て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
本
を

置
く
こ
と
と
、
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ

ッ
グ
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
。
そ
の
よ
う
な
本
は
絵
本
か
ら

小
説
、
哲
学
書
と
い
っ
た
幅
広
い

分
野
が
存
在
す
る
が
、
本
校
に
は

少
な
い
と
感
じ
る
。
そ
し
て
、
性

の
多
様
性
を
象
徴
す
る
レ
イ
ン
ボ

ー
フ
ラ
ッ
グ
は
、
本
校
生
が
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
当
事
者
に
対
し
て
偏
見
や

差
別
を
持
た
ず
に
寄
り
添
う
気
持

ち
で
い
る
こ
と
を
示
す
の
だ
。

　

性
の
多
様
性
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
他
と
異
な
る
も
の
を
排
除

す
る
環
境
を
作
ら
な
い
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
性
別
や
男
・
女
ら
し

さ
を
押
し
付
け
ず
、
そ
の
人
ら
し

さ
を
尊
重
す
る
。
み
ん
な
が
同
じ

で
は
な
く
、
そ
の
人
ら
し
さ
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
多
様
性
は
成
り
立

つ
の
で
は
な
い
か
。【
松
村
春
佳
】

丁
寧
に
答
え
る
佐
脇
さ
ん
（
右
）
と
福
島
さ
ん

　

近
年
、
学
校
や
会
社
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
様
々
な
場
面
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
に
対
す
る
配
慮
が
推
進
さ
れ
、

性
の
あ
り
方
や
表
現
の
仕
方
が
尊

重
さ
れ
て
き
て
い
る
。
身
近
な
と

こ
ろ
だ
と
、
学
校
の
制
服
の
変
化

や
髪
型
の
配
慮
な
ど
が
そ
の
一

例
。
佐
脇
さ
ん
は
「
今
後
も
さ
ら

に
こ
の
風
潮
が
広
ま
れ
ば
い
い
。

最
近
、
訪
問
し
た
学
校
で
は
男
女

で
体
操
服
や
制
服
の
色
が
分
け
ら

れ
て
い
た
り
、
男
女
に
分
か
れ
て

ダ
ン
ス
や
体
操
な
ど
を
行
っ
て
い

た
り
し
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と
に

モ
ヤ
モ
ヤ
す
る
人
も
い
る
の
で
改

善
さ
れ
れ
ば
い
い
」
と
期
待
す

る
。
ま
た
、「
最
近
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
自
分
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
だ
と
自

覚
し
や
す
く
な
っ
た
一
方
で
、
先

生
に
は
打
ち
明
け
に
く
い
環
境
が

続
い
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
先

生
に
打
ち
明
け
ら
れ
る
環
境
が
必

要
」
と
話
す
。

　

最
近
で
は
、
時
代
が
変
わ
る
こ

と
で
少
し
ず
つ
風
潮
も
変
わ
っ
て

時
代・風
潮
変
わ
っ
た
今
こ
そ
チ
ャ
ン
ス

時
代・風
潮
変
わ
っ
た
今
こ
そ
チ
ャ
ン
ス

き
て
い
る
。
学
校
で
も
、
女
子
が

ス
ラ
ッ
ク
ス
を
履
い
て
い
て
も
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
決
め
つ
け
な
い
環
境

に
な
っ
て
い
て
、
動
き
や
す
さ
や

寒
さ
対
策
な
ど
で
自
由
に
制
服
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
佐
脇
さ
ん
は
「
自
分

の
あ
り
方
に
モ
ヤ
モ
ヤ
す
る
こ
と

も
あ
る
と
思
う
が
、
今
の
自
分
自

身
に
自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
固

定
観
念
が
多
か
っ
た
３0
年
前
よ
り

も
世
の
中
が
変
わ
っ
て
い
っ
て
い

る
の
で
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
性
の

あ
り
方
だ
け
で
な
く
、
国
籍
や
肌

の
色
も
多
様
。「
自
分
自
身
も
、

相
手
の
多
様
性
を
認
め
る
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
い
け
た
ら
」
と
佐

脇
さ
ん
は
考
え
る
。

　

一
方
で
、
日
本
で
も
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
が
推
進
さ
れ
始
め
て
い
る

が
、
そ
の
国
の
男
女
格
差
を
数
値

化
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
は
他
国
と
比
べ
る
と
低
い
。
佐

脇
さ
ん
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と

い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
い
る
が
、

平
等
と
い
う
境
地
に
は
至
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し

た
。

　

そ
こ
で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ
い

て
将
来
、
富
山
を
含
め
た
日
本
は

ど
う
変
化
し
て
ほ
し
い
か
と
聞
く

と
、「
や
は
り
、
生
ま
れ
て
き
て

幸
せ
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ

の
人
に
と
っ
て
一
番
幸
せ
。
例
え

ば
、
好
き
な
人
と
一
緒
に
暮
ら
し

て
い
け
る
な
ど
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の

人
も
含
め
た
全
て
の
人
が
幸
せ
に

な
れ
る
空
間
、
そ
の
人
が
自
分
ら

し
く
生
き
て
い
け
る
富
山
県
に
な

っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
強
調
し

た
。

　

ま
た
、
性
の
多
様
性
に
つ
い
て

「
異
性
愛
者
も
同
性
愛
者
も
多
様

性
の
一
つ
で
、
誰
を
好
き
に
な
っ

て
も
い
い
。
自
分
が
ど
う
い
う
性

別
と
感
じ
る
か
、
だ
れ
を
好
き
に

な
る
の
か
、
だ
れ
も
好
き
に
な
ら

な
い
の
か
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
性

の
あ
り
方
は
変
わ
る
。
そ
の
一
人

一
人
の
性
の
あ
り
方
が
多
様
性
」

と
話
し
て
い
た
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ー
ト
富
山
は
２

０
１
５
年
、
佐
脇
さ
ん
ら
共
同
代

表
の
二
人
で
立
ち
上
げ
た
。
佐
脇

さ
ん
は
高
校
生
の
時
、
同
性
の
人

が
好
き
な
こ
と
を
自
覚
し
た
が
、

20
年
間
、
打
ち
明
け
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
。
心
の
中
に

気
持
ち
を
押
し
込
め
た
ま
ま
会
社

員
に
な
っ
た
が
、
同
じ
会
社
で
気

に
な
る
人
が
病
気
に
な
り
余
命
が

わ
ず
か
な
こ
と
か
ら
、
気
持
ち
を

伝
え
て
お
こ
う
と
思
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
３８
歳
の
時
、
カ
ミ
ン
グ

ア
ウ
ト
し
た
そ
う
だ
。「
き
っ
か

け
が
な
け
れ
ば
打
ち
明
け
て
い
な

い
か
も
知
れ
な
い
」
と
佐
脇
さ

ん
。
こ
の
経
験
か
ら
、
同
じ
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
達
の
た
め
に
何
か
し

た
い
と
思
い
、
こ
の
団
体
を
発
足

さ
せ
た
。
団
体
名
は
、
レ
イ
ン
ボ

ー
（
６
色
の
虹
）
が
性
の
多
様
性

を
象
徴
す
る
も
の
で
、
一
人
一
人

の
心
の
色
が
虹
の
よ
う
に
様
々
な

こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

交
流
会
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
行
う

交
流
会
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
行
う

　

交
流
会
を
不
定
期
に
開
い
て
お

り
、
４0
代
の
４
人
が
中
心
と
な
っ

て
企
画
を
考
え
て
い
る
。
交
流
会

の
お
知
ら
せ
を
受
け
取
り
た
い
人

が
会
員
に
な
り
、
１0
代
か
ら
６0
代

ま
で
幅
広
い
年
代
の
人
が
所
属
し

て
い
る
。
交
流
会
で
は
、
主
に
性

の
あ
り
方
や
悩
み
、
趣
味
の
話
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

会
員
の
中
に
は
交
流
会
の
お
か

げ
で
周
り
の
人
に
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ

ト
で
き
た
り
、
緊
張
し
て
い
た
人

も
何
回
か
参
加
す
る
こ
と
で
自
分

の
こ
と
を
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、

笑
顔
に
な
っ
た
人
も
い
る
と
い

う
。
交
流
会
は
会
員
以
外
の
人
も

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
何
年
ぶ

り
か
で
参
加
し
た
り
、
毎
回
参
加

す
る
人
も
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
も
自
由
だ
そ
う
だ
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ー
ト
富
山
の
活

動
は
多
岐
に
わ
た
る
。
活
動
の
一

環
と
し
て
「
レ
イ
ン
ボ
ー
は
～
と

通
信
」
を
発
行
し
た
り
、
射
水
市

教
育
委
員
会
と
協
力
し
て
啓
発
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
、
射
水
市
の
小

中
学
校
で
配
布
し
た
り
し
た
。
そ

の
他
に
も
、
富
山
県
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
づ
く
り
に
も

関
わ
っ
た
。
最
近
で
は
学
校
で
講

演
会
も
行
っ
て
お
り
、
主
に
教
員

向
け
だ
が
、
生
徒
向
け
も
始
め

た
。
ま
た
、
親
子
会
と
い
う
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
家
族
が
集
ま
る
会
を
開

い
た
り
し
て
い
る
。
県
外
に
も
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
団
体
が
存
在
す
る
の

で
、
北
信
越
で
集
ま
っ
た
り
、
リ

モ
ー
ト
で
も
交
流
会
が
行
わ
れ
て

い
て
、
当
事
者
が
参
加
し
や
す
い

意
見
交
換
会
も
あ
る
。

　

そ
し
て
、
大
規
模
な
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
開
く
こ
と
も
。
東
京
で

開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
最
大
級
の
パ

レ
ー
ド
「
東
京
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ

イ
ド
」
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
だ

け
で
な
く
当
事
者
を
応
援
し
た
い

人
や
障
害
を
持
っ
た
人
、
政
治
家

や
外
国
人
な
ど
も
参
加
し
て
レ
イ

ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
と
い
う
旗
を
振

り
な
が
ら
東
京
の
街
を
歩
く
イ
ベ

ン
ト
で
、
2
日
間
で
2７
万
人
が
参

加
し
た
と
い
う
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ

ー
ト
富
山
の
方
も
、
初
め
て
参
加

だ
っ
た
が
自
信
を
持
っ
て
歩
く
こ

と
が
で
き
、
旗
や
手
を
振
っ
て
く

れ
た
り
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
く
れ
た

時
は
感
動
し
た
と
い
う
。
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ア
メ
リ
カ
の
事
情
に
つ
い
て

話
す
ベ
リ
ー
先
生　
　
　
　

　

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
の

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
へ
の
対
応
の
違

い
を
聞
く
と
、
ア
メ
リ
カ
は
恥
ず

か
し
が
ら
ず
直
接
、
自
分
が
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
だ
と
打
ち
明
け
ら
れ
る
環

境
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
特
に

都
市
部
で
は
異
性
や
同
性
に
も
目

を
向
け
た
性
教
育
が
あ
る
た
め
、

違
和
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
一
方
、
田
舎
の
方
で
は
あ
ま
り

性
教
育
が
発
達
し
て
い
な
い
の
で

ま
だ
偏
見
が
残
っ
て
い
る
と
い

う
。
日
本
で
は
特
に
同
性
に
関
す

る
性
教
育
が
進
ん
で
い
な
い
た

め
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
へ
の
偏
見

が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
る
、
と
話

し
た
。

　

次
に
、
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
て

い
る
政
策
や
法
律
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
同
性
婚
が
１0
年
前
か
ら
認
め

ら
れ
て
お
り
、
差
別
を
し
て
は
い

け
な
い
と
い
っ
た
法
律
が
あ
る
よ

う
だ
。
調
べ
る
と
、
２
０
１
５
年

６
月
の
最
高
裁
判
所
判
決
に
よ

り
、
事
実
上
ア
メ
リ
カ
全
土
で
同

性
婚
が
合
法
化
。
２
０
２
２
年
１2

月
に
は
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
同

性
婚
の
権
利
を
連
邦
レ
ベ
ル
で
擁

護
す
る｢

結
婚
尊
重
法
案｣

（Respect for Marriage Act

）

に
署
名
し
た
。 

同
法
が
成
立
し

た
こ
と
で
、
全
米
す
べ
て
の
州

で
、
同
性
婚
お
よ
び
異
人
種
間
の

結
婚
を
合
法
と
認
め
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　

日
本
で
は
未
だ
同
性
婚
が
認
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に

関
す
る
法
律
が
少
な
い
。「
ア
メ

リ
カ
の
よ
う
に
、
日
本
に
も
政
治

家
の
中
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
が
い

る
こ
と
で
国
民
の
理
解
が
深
ま
っ

た
り
、
議
論
す
る
こ
と
も
増
え
る

た
め
、
新
た
な
法
律
も
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」
と
ベ
リ
ー
先
生
は

話
し
た
。
ベ
リ
ー
先
生
の
思
う
日

本
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
東
京
・
大

阪
な
ど
の
大
都
市
で
は
人
目
を
気

に
せ
ず
に
自
分
の
好
き
な
服
装
が

で
き
る
と
こ
ろ
だ
そ
う
だ
。
海
外

で
は
、
テ
レ
ビ
番
組
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
の
方
が
よ
く
登
場
し
、
国
民
が

よ
り
身
近
に
感
じ
る
機
会
が
多
い

よ
う
だ
。

　

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
も
普
通
の

一
人
の
人
間
で
あ
っ
て
、
差
別
を

し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と

が
ベ
リ
ー
先
生
が
考
え
る
多
様
性

だ
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
友
人
を
持
つ

ベ
リ
ー
先
生
に
と
っ
て
、「
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
差
別
す
る
人
は
理
解
で

き
な
い
」
と
強
調
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
が
身
近
に

ア
メ
リ
カ
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
が
身
近
に

Ａ
Ｌ
Ｔ
ベ
リ
ー
先
生
に
聞
く

Ａ
Ｌ
Ｔ
ベ
リ
ー
先
生
に
聞
く

　

ア
メ
リ
カ
出
身
の
本
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
ベ
リ
ー
先
生
に
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

に
つ
い
て
意
見
を
聞
い
た
。【
黒
田
莉
立
、田
川
と
わ
、松
岡
倫
音
】

思
い
を
語
る
高
道
先
生

交
流
会
を
知
ら
せ
る
ポ
ス
タ
ー

特集 ２

当事者団体 レインボーハート富山に聞く当事者団体 レインボーハート富山に聞く

全ての人が幸せに 自分らしく生きられるように全ての人が幸せに 自分らしく生きられるように
　新聞部は ６ 月 ７ 日、富山県
で活動している LGBTQ 団
体「レインボーハート富山」
共同代表の佐脇宏史さんと、
スタッフの福島秀治さんに話
を聞いた。【松村春佳】

　性の 多様性　性の 多様性
～誰もが自分らしく、　生き生きと～誰もが自分らしく、　生き生きと
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Ｑ
１
．
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

　

「
全
て
知
っ
て
い
た
」
が
１１

人
、「
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
よ

く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
」
が
５

人
だ
っ
た
。
多
く
の
先
生
が
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ
い
て
理
解
で
き
て

い
る
よ
う
だ
。

Ｑ
２
．
学
校
教
育
（
小
中
高
）

で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
啓
発

活
動
（
講
演
会
や
授
業
な
ど
）
を

す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

「
は
い
」
が
１１
人
、「
い
い
え
」

　

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
も
一
人
の

人
間
な
の
で
、
特
別
視
し
て
い
ま

せ
ん
」
と
高
道
先
生
。
そ
の
前
提

で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
生
徒
が
保
健

室
に
相
談
し
に
来
た
場
合
は
、
本

人
が
少
し
で
も
学
校
で
過
ご
し
や

す
く
な
る
よ
う
に
、
担
任
の
先
生

や
保
護
者
、
外
部
の
方
と
連
携
を

取
っ
て
話
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

話
す
。

　

国
際
高
の
制
服
に
つ
い
て
は

「
女
子
も
ス
ラ
ッ
ク
ス
や
ネ
ク
タ

イ
を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
セ
ー

タ
ー
な
ど
に
入
っ
て
い
る
文
字
の

色
を
男
女
で
分
け
る
必
要
は
な
い

で
す
ね
。
本
人
が
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
良
い
と
思
い
ま

す
。
体
操
服
も
同
様
に
、
横
の
ラ

イ
ン
の
色
が
男
女
で
違
う
の
で
、

選
択
ま
た
は
統
一
さ
れ
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
」
と
提
案
し
た
。

　

た
だ
、「
生
徒
達
の
間
に
、
多

様
性
と
自
由
を
混
同
し
て
い
る
生

徒
が
い
る
気
が
し
ま
す
。
正
し
い

知
識
を
持
つ
べ
き
で
す
ね
」
と
指

摘
し
、「
こ
の
学
校
に
は
多
様
な

国
籍
の
生
徒
が
集
ま
っ
て
い
る

し
、
い
ろ
い
ろ
な
人
達
と
交
流
し

て
い
く
こ
と
で
学
ん
で
い
け
る
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

今
後
は
、
保
健
室
で
健
康
診
断

時
の
男
子
に
対
し
て
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
も
進
め
て
い
き
た
い
と

話
す
。「
心
電
図
検
査
な
ど
で
女

子
に
対
す
る
配
慮
は
か
な
り
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
女
子
に

比
べ
て
男
子
に
対
す
る
配
慮
は
少

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
個
室
感
を
大

事
に
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
保
健
室
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

に
関
す
る
本
を
置
い
た
り
、「
保

健
だ
よ
り
」
で
発
信
し
た
り
な
ど

の
啓
発
を
進
め
、
保
健
室
が
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
の
こ
と
を
気
軽
に
話

し
合
え
る
よ
う
な
場
に
な
っ
て
ほ

し
い
、
と
願
っ
て
い
た
。

特
別
視
し
な
い
が
配
慮
必
要

特
別
視
し
な
い
が
配
慮
必
要

保
健
室　

高
道
先
生

保
健
室　

高
道
先
生

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ
い
て
、
保

健
室
の
観
点
か
ら
養
護
の
高
道

保
衣
先
生
に
意
見
を
聞
い
た
。

が
５
人
だ
っ
た
。
中
に
は
「
状
況

次
第
」
と
い
う
意
見
が
見
ら
れ
た
。

Ｑ
３
．
国
際
高
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

の
人
が
相
談
で
き
る
環
境
は
整
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

　

「
は
い
」
が
2
人
、「
い
い
え
」

が
１５
人
だ
っ
た
。
国
際
高
に
は
ま

だ
相
談
で
き
る
環
境
が
な
い
と
考

え
て
い
る
先
生
が
多
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。

Ｑ
４
．
過
去
、
本
校
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
に
該
当
す
る
生
徒
は
い
ま
し
た

か
？

　

５
人
の
先
生
が
「
い
た
」
と
答

え
た
一
方
、「
分
か
ら
な
い
」
は

１2
人
だ
っ
た
。

Ｑ
５
．（
Ｑ
４
で
「
い
た
」
と
答

え
た
場
合
）
過
去
に
在
籍
し
て
い

た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
生
徒
に
対
す
る

対
応
で
、
困
っ
た
こ
と
は
？

　

「
他
の
生
徒
か
ら
の
か
ら
か

い
」
と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
。

Ｑ
６
．（
同
じ
く
）
過
去
に
在
籍

し
て
い
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
生
徒
に

対
す
る
対
応
で
、
気
を
付
け
た
こ

と
や
し
た
配
慮

　

生
徒
の
名
前
を
呼
ぶ
時
に
「
～

さ
ん
」
に
統
一
し
た
、
と
い
う
具

体
的
な
回
答
が
あ
っ
た
。

Ｑ
７
．
普
段
の
生
徒
と
の
か
か
わ

り
の
中
で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
配
慮

し
て
接
し
て
い
ま
す
か
？

　

「
は
い
」
が
６
人
、「
い
い
え
」

が
９
人
と
分
か
れ
た
。「
ど
ち
ら

で
も
な
い
」
も
１
人
い
た
。

Ｑ
８
．（
Ｑ
７
で
「
は
い
」
と
答

え
た
人
に
）
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
配
慮
か

　

「
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
で
も

傷
つ
け
な
い
よ
う
な
言
葉
遣
い
」

や
、「
容
姿
に
関
わ
る
直
接
的
な

表
現
を
避
け
て
い
る
」
と
い
っ
た

回
答
が
見
ら
れ
た
。
多
く
の
先
生

が
、
発
言
す
る
時
に
気
を
配
っ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

Ｑ
９
．
国
際
高
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の

生
徒
専
用
の
ト
イ
レ
は
必
要
だ
と

思
い
ま
す
か
？

　

「
は
い
」
が
４
人
、「
い
い
え
」

が
１４
人
だ
っ
た
。
本
校
に
は
３
～

５
階
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
が

あ
り
、「
既
に
あ
る
と
い
う
印
象

を
持
っ
て
い
る
」、「
現
状
で
十
分

に
対
応
で
き
て
い
る
」
と
い
う
意

見
が
見
ら
れ
た
。

Ｑ
１０
．
国
際
高
全
体
で
行
え
ば
良

い
と
思
う
取
り
組
み
や
配
慮

　

「
個
別
に
相
談
で
き
る
窓
口
を

開
設
す
る
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
一
方
、「
何
も
し
な
い
こ
と
が

最
大
限
の
配
慮
」
と
い
う
意
見
も

見
ら
れ
た
。

　

先
生
方
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
対
す

る
理
解
度
は
高
か
っ
た
が
、
対
応

の
仕
方
は
ま
だ
分
か
れ
て
い
る
と

い
う
印
象
を
受
け
た
。

　

本
校
の
先
生
方
１８
人
に
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

【
倉
田
妃
杏
麗
】

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
配
慮

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
配
慮

分
か
れ
る

分
か
れ
る

先生
アンケート

　

本
校
が
採
用
し
て
い
る
公
共
の

教
科
書
で
は
、「
私
た
ち
の
生
活

と
法
」
と
い
う
単
元
の
中
の
、
日

本
国
憲
法
の
平
等
権
（
法
の
下
の

平
等
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー

ジ
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
男

女
の
格
差
解
消
に
む
け
て
」「
差

別
の
解
消
に
む
け
て
」「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
理
解
増
進
法
」
な
ど
に
つ
い
て

の
記
述
も
あ
る
。
ま
た
、
資
料
集

に
は
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
も
紹
介
さ
れ
、

「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
人
の

使
用
ト
イ
レ
を
制
限
す
る
ル
ー
ル

に
合
理
性
は
あ
る
か
？
」
と
い
う

問
い
か
け
が
見
ら
れ
る
。

　

「
今
の
生
徒
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に

つ
い
て
大
人
よ
り
も
体
感
的
に
理

解
し
て
い
る
。
育
っ
た
時
代
や
環

境
の
特
性
が
大
き
い
の
で
は
な
い

か
」
と
語
る
穴
倉
先
生
は
、
公
共

の
授
業
を
通
し
て
「
基
本
的
人
権

の
尊
重
や
、
多
様
な
考
え
方
へ
の

想
像
力
と
配
慮
に
つ
い
て
考
え
て

ほ
し
い
。
法
は
個
人
を
守
る
た
め

に
あ
る
の
で
、
も
ち
ろ
ん
多
様
性

は
認
め
ら
れ
、
尊
重
さ
れ
る
の
が

当
然
な
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

　

多
様
性
が
求
め
ら
れ
る
現
代
社

会
に
お
い
て
、
生
徒
達
に
「
周
囲

を
見
て
ほ
し
い
。
き
っ
と
視
野
が

広
が
る
だ
ろ
う
。
自
分
の
周
り
か

ら
全
世
界
へ
と
視
野
を
さ
ら
に
広

げ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

2
年
生
の
保
健
で
は
、
１
学
期

に
「
性
意
識
と
性
行
動
の
選
択
」

に
つ
い
て
学
ぶ
。
教
科
書
で
は
、

「
男
女
で
性
意
識
や
行
動
が
異
な

る
の
は
当
然
だ
が
、
そ
の
違
い
は

同
じ
人
間
で
あ
る
と
い
う
共
通
点

か
ら
考
え
る
と
わ
ず
か
な
も
の
で

あ
る
と
も
言
え
る
」
と
述
べ
、

「
男
女
差
を
意
識
し
す
ぎ
た
り
強

調
し
す
ぎ
た
り
す
る
と
息
苦
し
さ

を
感
じ
た
り
、
差
別
が
生
ま
れ
た

り
す
る
こ
と
に
な
る
。
相
手
の
心

と
体
を
よ
く
理
解
し
、
そ
の
気
持

ち
や
状
況
を
尊
重
し
て
接
す
る
こ

と
が
大
切
」
と
男
女
差
や
気
持
ち

　

国
際
英
語
コ
ー
ス
2
年
生
が
受

け
て
い
る
Ｇ
Ｓ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）
の
１
学
期
の
授

業
で
は
、
主
に
二
人
一
組
に
な
っ

て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ
い
て
自
分
の

意
見
を
互
い
に
出
し
合
っ
た
。
例

え
ば
、「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
人
が
ト
イ
レ
を
使
う
時
は
身
体

的
性
別
に
従
う
の
か
、
心
の
性
別

に
従
う
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
。

身
体
的
性
別
に
従
う
べ
き
と
い
う

意
見
に
は
「
心
の
性
別
が
女
性
の

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
だ
と
嘘
を

つ
い
て
女
性
用
ト
イ
レ
に
入
り
、

犯
罪
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
」

法
の
下
、

法
の
下
、

多
様
性
は
尊
重
さ
れ
る

多
様
性
は
尊
重
さ
れ
る

公
民
科
穴
倉
尚
哉
先
生

公
民
科
穴
倉
尚
哉
先
生

　

本
校
が
採
用
し
て
い
る
教
科
書

で
は
「
人
生
を
つ
く
る
」
と
い
う

単
元
の
中
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
と
生

き
る
」「
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
選
ぶ
」
と
い
う
項
目
が
あ

り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
に

つ
い
て
は
コ
ラ
ム
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
恋
愛
感
情
や
性
的
欲

求
を
持
た
な
い
Ａ
（Asexual

）

を
加
え
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ａ
も
紹
介
し

て
お
り
、
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
は
「
多
数
派

と
少
数
派
に
区
別
す
る
こ
と
な

く
、
全
て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
性

的
指
向
と
性
自
認
を
持
つ
と
い

う
、
社
会
的
包
摂
に
基
づ
い
た
考

え
方
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、「
性
別
違
和
が
あ
る

場
合
、
性
同
一
性
障
が
い
の
診
断

を
受
け
、
条
件
を
満
た
せ
ば
戸
籍

上
の
性
を
変
更
で
き
る
」
と
の
記

述
が
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
」
の
写
真
と
と
も
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。

家
庭
内
の
男
女
の
役
割

家
庭
内
の
男
女
の
役
割

に
と
ら
わ
れ
な
い
で

に
と
ら
わ
れ
な
い
で

家
庭
科
豊
島
直
子
先
生

家
庭
科
豊
島
直
子
先
生

人
へ
の
心
遣
い

人
へ
の
心
遣
い

意
識
し
て
生
活
し
て

意
識
し
て
生
活
し
て

保
健
体
育
科
高
橋　

力
先
生

保
健
体
育
科
高
橋　

力
先
生

海
外
の

海
外
の

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
事
情
学
ぶ

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
事
情
学
ぶ

英
語
科　

ワ
ン
・
ロ
ー
レ
ン
ス
先
生

英
語
科　

ワ
ン
・
ロ
ー
レ
ン
ス
先
生

　

い
ま
、
国
際
高
の
授
業
で
は
公
民
科
（
公
共
）、
家
庭
科
、
保

健
体
育
科
（
保
健
）、
英
語
科
（
Ｇ
Ｓ
）
で
、
性
の
多
様
性
に
つ

い
て
学
ん
で
い
る
。
各
教
科
の
先
生
に
聞
い
た
。

授
業
で
学
ぶ「
性
の
多
様
性
」

授
業
で
学
ぶ「
性
の
多
様
性
」

の
尊
重
な
ど
を
説
明
し
、「
全
て

の
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け

る
社
会
」
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
な
ど
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

　

高
橋
先
生
は
「
人
へ
の
心
遣
い

を
意
識
し
て
生
活
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
男
女
の
性
機
能
の
違
い
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
さ
ら

に
「
考
え
方
は
今
か
ら
で
も
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
固
定
概
念
を

な
く
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
強

調
し
た
。

　

そ
ん
な
高
橋
先
生
自
身
が
日
頃

か
ら
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、

生
徒
た
ち
の
呼
び
名
を
男
女
関
係

な
く
「
さ
ん
」
で
統
一
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
だ
。

な
ど
、
心
の
性
別
に
従
う
べ
き
と

い
う
意
見
に
は
「
ス
ト
レ
ス
が
溜

ま
る
」
な
ど
が
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ど
様
々
な
国
を
選
び
、
そ
の
国

の
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
事
情
に

つ
い
て
の
動
画
を
作
成
し
た
。

　

ワ
ン
先
生
は
「
海
外
で
は
差
別

す
る
人
に
と
て
も
批
判
的
だ
が
、

ネ
ッ
ト
で
は
素
性
を
隠
し
て
匿
名

で
誹
謗
中
傷
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
そ
の
よ
う
な
点
が
改
善
さ

れ
れ
ば
い
い
。
海
外
で
差
別
が
少

な
い
国
は
だ
い
た
い
自
由
度
が
高

く
人
の
批
判
も
少
な
い
の
で
、
周

り
の
人
が
何
か
し
て
い
て
も
気
に

し
な
い
大
ら
か
さ
が
大
切
な
の
で

は
な
い
か
」
と
話
し
た
。

　

豊
島
先
生
は
「
家
庭
科
の
授
業

を
通
し
て
現
状
を
知
り
つ
つ
、
未

来
の
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。
性

の
多
様
性
に
つ
い
て
正
し
く
学

び
、
家
庭
内
の
男
女
の
役
割
に
と

ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。
家
庭
科
の
先
生
目

線
か
ら
は
「
自
分
の
好
き
な
も
の

を
相
手
と
共
有
し
な
が
ら
、
好
き

な
こ
と
を
実
現
し
て
い
く
の
が
理

想
的
」
と
強
調
し
た
。

本校で使用している教科書の該当ページ

【特集 ２】　
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富
山
市
の
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
７
月
５
日
、
光
彩
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
、
藤
井
裕
久
市
長
が
市
の
施
策
に
つ
い
て
、
２
年
生

約
２
６
０
人
と
意
見
交
換
し
た
。【
長
谷
川
り
え
】

　

「
進
路
探
究
の
日
」
が
７
月
１０
日
、
１
、
２
年
生
に
向
け
て
開

催
さ
れ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
大
学
の
講
師
の
先
生
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
講
義
を
聴
く
方
式
で
行
わ
れ
、
生
徒
達
は
そ
れ
ぞ
れ
希
望
す
る

学
部・学
科
に
合
わ
せ
て
受
講
し
、将
来
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
た
。

　

「
演
劇
鑑
賞
」
が
７
月
１２
日
、
射
水
市
の
高
周
波
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
全
校
生
徒
が
劇
団

マ
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ル
ド
に
よ
る
「
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ａ　

地
雷
探
知
犬
ニ
ー
ナ
」
を
鑑
賞
し
た
。
こ
の
演

劇
で
は
、
本
物
の
犬
が
使
わ
れ
た
。

　

こ
の
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
、
若
い
世
代
に
市
の
施
策
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
２
０

１
９
年
度
か
ら
中
学
校
な
ど
に
出

向
い
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
昨
年

度
か
ら
は
市
長
が
自
ら
出
向
い
て

話
を
し
て
お
り
、
高
校
で
の
開
催

は
本
校
が
初
め
て
。

　

今
回
の
中
心
テ
ー
マ
は
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
や
ま
の
取
り
組

み
」で
、ま
ず
市
長
が
ス
ク
リ
ー
ン

を
使
い
、
少
子
化
と
高
齢
化
が
進

む
中
、
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
コ

ン
パ
ク
ト
な
街
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
、公
共
交
通
の
活
性
化
、沿

線
地
区
へ
の
居
住
推
進
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
説
明
。
さ
ら
に
、

全
国
初
の「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」

に
国
か
ら
選
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ

と
で
実
現
し
て
い
く
、
と
話
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
利
活
用
す

る
こ
と
で
市
民
生
活
の
質
や
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
街
づ
く
り
の
こ

と
で
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
様
々

な
施
策
が
あ
る
。
富
山
市
の
例
と

し
て
、
公
共
交
通
へ
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
導
入
や
、
中
山
間
地
域
の
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
・
服
薬
指
導
、
ス

マ
ー
ト
農
業
実
証
事
業
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
本
校
と
の
連
携
と
し

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
事
例
発

表
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
タ
ー
」
養
成
講
座
な
ど
に
本

校
生
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
市
長

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
向

け
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
認
知
・
理
解
」

か
ら
「
実
践
」
に
な
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
、
と
強
調
し
て
い
た
。

　

市
長
と
の
意
見
交
換
で
は
、
会

場
の
生
徒
達
か
ら
質
問
や
提
案
が

活
発
に
出
さ
れ
、
市
長
は
一
つ
一

つ
に
丁
寧
に
答
え
て
い
た
。「
生

理
の
貧
困
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
富
山
市
の
小
中
学
校
の
ト
イ

レ
に
生
理
用
品
を
置
く
考
え
は
な

い
か
」
と
の
質
問
に
は
、「
早

速
、
関
係
部
署
と
話
し
合
っ
て
設

置
を
検
討
し
た
い
」
と
答
え
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
解
深
め
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
解
深
め
る

大
学
の
講
義　
受
講

大
学
の
講
義　
受
講

戦
争
の
不
条
理
さ
実
感

戦
争
の
不
条
理
さ
実
感

地
雷
探
知
犬
の
演
劇
鑑
賞

地
雷
探
知
犬
の
演
劇
鑑
賞

生
徒
の
質
問
に
答
え
る
藤
井
市
長
＝
光
彩
ホ
ー
ル

劇
団
に
よ
る
迫
真
の
演
技
＝
高
周
波
文
化
ホ
ー
ル

オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を
受
講

す
る
生
徒
達　
　
　
　
　

編編編
集集
手手
集
手
帳帳帳

先
輩
の
偉
大
さ
痛
感

マ
ヨ
コ
ー
ン

早
く
帰
り
た
い 

キ
ャ
ラ
メ
ル

遅
寝
早
起
き
つ
ら
し 

干
し
梅

夏
あ
つ
い
ｙ
ｏ
！ 

弟

１
学
期
が
ん
ば
っ
た　

や
っ
ぴ
ー

ユ
ニ
コ
ー
ン
の
指 

王
者

パ
ッ
キ
ン
グ
終
わ
ら
な
い　

う
ー

Ｕ
・
Ｓ
・
Ａ 

ぱ
し

駄
菓
子
買
い
放
題
し
た
い　

の
助

近
所
の
人
た
ち
さ
わ
が
し
い

風
邪
が
長
引
き
す
ぎ
て
ツ
ラ
イ　

ソ
ー
ダ
飴

夏
休
み
楽
し
み
！ 

昆
虫
好
き

自
分
の
ペ
ー
ス
で 

マ
コ
ト

睡
眠
命 

あ
さ

受
験
な
ん
て
な
い
さ
（
震
）
傭
兵

選
挙
に
行
き
ま
し
ょ
う

め
ん
だ
こ

さ
つ
ま
い
も 

Ｙ

１５
連
で
出
た
の
ア
ツ
い 

ぱ
た

毎
日
楽
し
い 

ハ
ッ
ピ
ー
さ
ん

今
回
し
ん
ど
す
ぎ
た
。 

夏

お
疲
れ
様
で
す 

四
季

頑
張
り
ま
し
た　

キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん

溶
け
そ
う
で
す 

日
光

お
疲
れ
様
で
す 

夏
休
み

山
の
中
で
す 

ス
タ
ー

ヒ
ロ
ア
カ
完
結
か 

ね
る

梅
雨
終
わ
れ 

ハ
ル
ジ
オ
ン

ChatGPTの是非
~正しく上手く活用しよう~

部 説

　

昨
年
５
月
に
リ
リ
ー
ス
さ

れ
、
優
れ
た
会
話
機
能
や
従
来

の
Ａ
Ｉ
で
は
対
応
で
き
な
か
っ

た
質
問
に
も
対
応
で
き
る
と
い

っ
た
特
徴
が
大
き
な
話
題
と
な

っ
て
い
る
生
成
Ａ
Ｉ
、
Ｃ
ｈ
ａ

ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
（
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
）。
国
際
生
の
中
に
も
、
文

章
の
翻
訳
や
添
削
な
ど
の
た
め

に
一
度
は
使
っ
た
こ
と
が
あ
る

人
は
多
い
だ
ろ
う
。
社
会
で
急

速
に
普
及
し
て
い
る
チ
ャ
ッ
ト

Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
を
高

校
生
が
使
う
こ
と
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
た
い
。

　

昨
年
夏
の
本
紙
特
集
の
本
校

生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
チ
ャ
ッ
ト

Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
生
成
系
Ａ
Ｉ
を

課
題
に
利
用
す
る
こ
と
は
容
認

す
べ
き
だ
と
思
う
か
」
と
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
使
っ
て
も
良
い
」

が
４３
・
３
％
、「
使
わ
な
い
方

が
良
い
」
は
５６
・
７
％
と
、
是

非
に
大
差
は
出
な
か
っ
た
。
使

っ
て
も
良
い
理
由
と
し
て
は

「
こ
れ
か
ら
は
そ
う
し
た
技
術

を
活
か
す
べ
き
だ
か
ら
」「
そ

の
方
が
自
分
で
考
え
る
よ
り
優

れ
て
い
る
か
ら
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
た
が
、「
課
題
の
性
質

上
、
自
分
の
力
で
考
え
た
方
が

良
い
か
ら
」
と
い
う
否
定
意
見

も
あ
っ
た
。

　

第
二
に
、「
し
て
ほ
し
い
こ

と
を
詳
細
に
伝
え
る
こ
と
」。

「
文
章
を
作
成
し
て
ほ
し
い
」

「
分
析
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

生
成
Ａ
Ｉ
に
何
を
し
て
も
ら
い

た
い
の
か
を
明
確
に
伝
え
る
の

が
秘
訣
だ
。
そ
し
て
第
三
に
、

「
細
か
い
条
件
を
設
定
す
る
こ

と
」。
タ
ス
ク
の
指
示
だ
け
で

は
、
Ａ
Ｉ
に
と
っ
て
情
報
が
不

十
分
な
場
合
が
あ
る
。
細
か
い

条
件
を
補
足
す
る
と
、
的
外
れ

な
回
答
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
三
つ
の
方
法
を
上
手

く
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

使
い
こ
な
す
こ
と
に
近
づ
け
る

よ
う
に
な
る
こ
と
請
け
合
い
だ
。

　

高
校
生
が
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
う

こ
と
に
は
賛
否
両
論
が
あ
る
。

間
違
っ
た
使
い
方
や
、
情
報
を

鵜
呑
み
に
し
て
し
ま
う
こ
と
に

よ
っ
て
ミ
ス
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
正

し
い
使
い
方
を
知
り
、
上
手
く

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
大

き
な
力
に
な
る
。
い
ま
の
高
校

生
に
と
っ
て
、
数
多
く
の
魅
力

に
あ
ふ
れ
る
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
い

こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は

必
要
不
可
欠
。
今
後
も
授
業
だ

け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
正
し
く
、
上
手
く
活
用
し
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

情
報
科
の
橋
本
先
生
は
、
チ
ャ

ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使
う
こ
と
に
賛
成

だ
と
話
す
。
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な

ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

質
問
の
回
答
で
あ
れ
、
情
報
の
整

理
で
あ
れ
、
画
像
や
映
像
の
生
成

で
あ
れ
、
個
人
が
で
き
る
範
囲
を

拡
大
し
て
ロ
ー
コ
ス
ト
、
短
時
間

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
あ

る
。
従
っ
て
「
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
う

っ
て
思
考
を
深
め
る
と
い
う
技
術

は
な
か
っ
た
。
生
徒
は
生
成
Ａ
Ｉ

を
適
切
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
思

考
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
全
く
な
い
」
と
熱

く
語
っ
た
。
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な

か
使
わ
な
い
か
と
い
う
問
い
自
体

に
は
価
値
が
な
く
、
使
え
る
人
と

そ
う
で
な
い
人
と
の
様
々
な
格
差

は
さ
ら
に
拡
大
す
る
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
他
の
技
術
と
同
様
、
高
校

生
に
な
る
前
に
使
え
る
よ
う
に
な

っ
て
お
く
べ
き
だ
」
と
指
摘
す

る
。
ま
た
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を

高
校
生
が
使
う
こ
と
に
つ
い
て
は

「
こ
れ
ま
で
知
識
を
広
げ
る
技
術

は
あ
っ
た
が
、
個
人
の
関
心
に
沿

成
Ａ
Ｉ
は
指
定
し
た
人
物
像
に
な

り
き
っ
た
回
答
が
で
き
る
。
そ
の

た
め
、
ど
ん
な
立
場
で
回
答
し
て

ほ
し
い
の
か
を
伝
え
る
と
よ
い
。

役
割
を
与
え
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
は

回
答
を
生
成
す
る
た
め
の
視
点
や

専
門
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

自
分
な
り
の
高
校
生
活

自
分
な
り
の
高
校
生
活

　

高
校
生
活
と
い
え
ば
薔
薇

色
、
薔
薇
色
と
い
え
ば
高
校
生

活
。
そ
う
言
わ
れ
る
こ
と
が
当

た
り
前
な
く
ら
い
、
高
校
生
活

は
い
つ
も
薔
薇
色
の
扱
い
を
受

け
て
い
る
。
今
年
か
ら
教
員
と

な
り
、
日
々
生
徒
の
楽
し
そ
う

な
学
校
生
活
を
見
て
い
る
と
、

果
た
し
て
自
分
の
高
校
生
活
は

ど
う
だ
っ
た
か
と
思
い
返
す
と

き
が
あ
る
。

　

ご
存
知
の
方
も
い
る
だ
ろ
う

が
、
私
は
本
校
の
Ｏ
Ｂ
で
あ

る
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

日
々
の
授
業
や
学
校
行
事
、
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
会
話
な
ど
、

高
校
生
活
の
思
い
出
は
多
々
あ

る
が
、
私
が
高
校
生
活
に
お
い

て
最
も
力
を
入
れ
た
の
は
部
活

動
で
あ
っ
た
。

　

私
は
テ
ニ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
推

薦
で
本
校
に
入
学
し
た
こ
と
も

あ
り
、
毎
日
テ
ニ
ス
部
の
活
動

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
た
。

当
時
の
テ
ニ
ス
部
は
全
国
常
連

の
強
豪
校
で
あ
り
、
部
活
の
オ

フ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
夏
の
シ

ー
ズ
ン
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
毎

週
、
県
外
の
遠
征
に
赴
い
て
い

た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
団

体
は
３
年
連
続
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

も
沢
山
の
先
生
方
と
の
思
い
出

が
蘇
る
。
今
と
な
っ
て
は
、
汗

に
濡
れ
た
、
く
す
ん
だ
色
で

も
、
私
な
り
の
薔
薇
色
で
あ
っ

た
の
だ
と
思
う
。

　

当
時
３
年
間
を
過
ご
し
た
教

室
は
選
択
教
室
と
な
り
、
仲
間

と
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
後
ろ
の
部
室
は
、
今

は
も
う
な
い
。
し
か
し
、
職
員

室
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
方
、

日
々
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
る

生
徒
を
見
る
と
、
当
時
を
ふ
と

思
い
出
す
。
そ
し
て
次
は
自
分

が
し
て
頂
い
た
よ
う
に
、
生
徒

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

　

そ
ん
な
自
分
が
大
切
に
し
て

い
る
言
葉
が
あ
る
。「
ど
っ
ち

が
楽
し
い
か
で
決
め
な
さ
い
」

こ
れ
は
「
宇
宙
兄
弟
」
と
い
う

漫
画
の
中
で
、
金
子
シ
ャ
ロ
ン

が
言
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
高
校

生
活
で
は
沢
山
の
選
択
が
あ

り
、
そ
の
選
択
に
迷
う
こ
と
も

大
い
に
あ
る
と
思
う
。
し
か

し
、
常
に
自
分
に
正
直
な
選
択

を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
き

っ
と
後
悔
は
残
ら
な
い
。
皆
さ

ん
に
は
、
自
分
の
よ
う
に
数
年

後
、
数
十
年
後
に
、
楽
し
か
っ

た
と
思
え
る
高
校
生
活
を
送
っ

て
も
ら
い
た
い
。

に
出
場
し
、
主
将
と
し
て
臨
ん
だ

３
年
次
の
北
信
越
総
体
は
、
富
山

県
勢
と
し
て
半
世
紀
ぶ
り
に
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

学
校
生
活
に
お
い
て
は
、
体
育
大

会
や
文
化
祭
で
リ
ー
ダ
ー
を
す
る

生
活
を
送
っ
た
私
の
高
校
生
活
は

薔
薇
色
だ
っ
た
か
と
言
わ
れ
れ

ば
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
思

う
。
お
そ
ら
く
汗
に
濡
れ
た
、
く

す
ん
だ
色
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
高
校
生
活
の
多
く
を
捧

泣
か
さ
れ
走
ら
さ
れ
た
こ
と
な

ど
、
こ
こ
で
は
書
き
尽
く
せ
な
い

く
ら
い
沢
山
の
思
い
出
が
で
き
た
。

　

学
校
生
活
に
お
い
て
も
、
常
に

対
等
に
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
小
嵐

先
生
、
部
活
で
お
世
話
に
な
っ
た

端
野
先
生
、
当
時
の
学
年
主
任
で

気
に
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
横
山
先

生
、
進
路
の
相
談
に
沢
山
乗
っ
て

よ
う
な
タ
イ
プ
で
は
な
か
っ
た

し
、
勉
強
面
も
少
し
疎
か
に
な
っ

て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
さ

に
「
部
活
漬
け
」
の
高
校
生
活
を

送
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
部
活
漬
け
の
高
校

げ
た
部
活
動
で
は
、
夜
遅
く
ま
で

練
習
し
て
終
電
を
逃
し
て
帰
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
、
遠
征
先
の
学
校

の
選
手
と
一
緒
に
風
呂
に
入
り
背

中
を
流
し
あ
っ
た
こ
と
、
顧
問
の

藤
森
先
生
に
鬼
の
よ
う
に
怒
ら
れ

く
だ
さ
っ
た
作
農
先
生
、
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
田
畑
先
生
、
気
さ
く

に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
本
田

先
生
、
反
省
文
を
書
か
さ
れ
た
林

先
生
な
ど
、
こ
こ
で
挙
げ
た
先
生

の
他
に
も
、
今
思
い
返
す
だ
け
で

学 生 時 代

砂 田 正 樹 先生（理科）
写真は、 ３年生で主将として臨んだ平成３０年度北信越大会で男子団体
優勝した時＝新潟県南魚沼市（砂田先生は右から ３人目）

藤井市長に直球提言
富山市スクールミーティングに参加２ 年生

　

毎
回
好
評
の
、
海
外
留
学
中
の
国
際
英
語
コ
ー
ス
生
に
よ
る
「
海
外
特
派
員
通
信
」。
代
替

わ
り
の
今
回
は
、
今
年
１
月
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
デ
レ
ー
ド
のBanksia Park 

International High School

に
留
学
し
て
い
る
森
井
釉
暖
さ
ん
（
２２
Ｈ
）
に
伝
え
て
も

ら
う
。

積
極
的
に
交
流
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

森
井　
釉ゆ

暖の

さ
ん（
２２
Ｈ
）

Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ　
　
　
　
　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

続
・
海
外
特
派
員
通
信

一
歩
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
通
っ
て
い
る
学
校
に
は
日

本
語
の
ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ
が
あ

り
、
日
本
文
化
に
興
味
を
示
し
て

い
る
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

授
業
や
ク
ラ
ブ
の
時
間
に
、
日
本

の
文
化
に
つ
い
て
教
え
て
あ
げ
た

り
、
逆
に
ア
デ
レ
ー
ド
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
文
化
を
教
え
て
も
ら

っ
た
り
す
る
な
ど
、
異
文
化
の
交

流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
留
学
生
の
た
め
に
他
学
年

の
生
徒
が
様
々
な
国
の
料
理
を
ふ

る
ま
っ
て
く
れ
た
り
、
留
学
生
の

た
め
に
開
か
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
り
し
ま
し
た
。
他
に
も
、

日
本
で
い
う
オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

日
本
語
の
ク
ラ
ス
の
友
人
た
ち
と

一
緒
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
生

徒
た
ち
に
、
書
道
や
折
り
紙
な
ど

の
体
験
を
交
え
て
日
本
文
化
の
良

さ
に
つ
い
て
伝
え
る
活
動
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
私
の
学
校
に
は
長
期

留
学
生
だ
け
で
な
く
、
2
週
間
な

ど
の
短
期
留
学
に
来
る
生
徒
も
い

ま
す
。
そ
こ
で
私
の
学
校
で
は
、

現
地
生
徒
が
短
期
留
学
の
生
徒
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
あ
り
、
私
も
そ
れ
に
参
加
し

て
、
韓
国
人
や
ベ
ト
ナ
ム
人
の
人

　

こ
ん
に
ち
は
、
森
井
釉
暖
で

す
。
私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア

デ
レ
ー
ド
に
留
学
し
て
、
６
か
月

が
経
ち
ま
し
た
。
ア
デ
レ
ー
ド
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
南
部
に
位
置

し
、
南
極
海
に
通
じ
て
い
る
セ
ン

ト
ビ
ン
セ
ン
ト
湾
に
面
し
て
い

て
、
人
口
は
約
１
２
０
万
人
と
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
各
州
の
州
都
の
中

で
５
番
目
に
規
模
が
大
き
い
都
市

で
す
。
私
は
現
在
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

グ
ロ
ー
ブ
と
い
う
場
所
に
住
み
な

が

ら
、Banksia Park 

International High School 

に
通

っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
英
語
力
だ
け
で
な
く
、

自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
向
上
を
目
的
と
し
て
留
学
を
し

て
い
ま
す
。
年
の
初
め
に
は
、
ア

デ
レ
ー
ド
全
域
に
い
る
留
学
生
た

ち
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か

れ
、
様
々
な
国
や
地
域
か
ら
来
て

い
る
留
学
生
と
の
交
流
を
楽
し
ん

で
、
友
人
を
作
る
勇
気
を
出
す
第

達
と
英
語
を
交
え
た
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
現
地
の
生
徒
と
し
て
で

は
な
く
、
留
学
生
と
し
て
他
の
国

か
ら
来
た
生
徒
と
関
わ
る
こ
と

で
、
留
学
生
に
し
か
わ
か
ら
な
い

視
点
か
ら
ア
デ
レ
ー
ド
や
学
校
の

魅
力
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
り
、

そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
自
分
の
国
と

の
違
い
に
つ
い
て
話
し
た
り
す
る

な
ど
、
現
地
の
生
徒
と
は
ま
た
違

っ
た
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
生
徒
た
ち
が
四
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
陸
上
競
技
で
競

い
ま
す
。
競
技
だ
け
で
な
く
衣
装

に
も
特
徴
が
あ
り
、
特
にyear

１１
か
ら
１2
の
生
徒
は
チ
ー
ム
カ
ラ

ー
に
ち
な
ん
だ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
買
っ
た
り
作
っ

た
り
し
て
着
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

2１
歳
の
ホ
ス
ト
シ
ス
タ
ー
と
ホ
ス

ト
ブ
ラ
ザ
ー
、
20
歳
の
ホ
ス
ト
シ

ス
タ
ー
の
い
る
家
庭
で
す
。
週
末

に
は
一
緒
に
シ
テ
ィ
に
行
っ
て
買

い
物
を
し
た
り
、
リ
ビ
ン
グ
で
一

緒
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
テ
ス
ト
が
近
く
な
る
と
、
数

学
や
生
物
学
が
得
意
な
ホ
ス
ト
シ

ス
タ
ー
に
勉
強
を
教
え
て
も
ら
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

留
学
に
行
っ
た
ば
か
り
の
頃
は

自
分
の
英
語
に
あ
ま
り
自
信
が
な

く
、
友
人
と
会
話
を
し
て
い
て

も
違
う
単
語
を
使
っ
て
い
た
ら

ど
う
し
よ
う
、
伝
わ
ら
な
か
っ

た
ら
ど
う
し
よ
う
と
考
え
て
し

ま
い
、
話
を
し
て
い
て
も
相
槌

を
打
つ
ば
か
り
で
し
た
。
し
か

し
、
思
い
切
っ
て
間
違
え
て
い

て
も
い
い
か
ら
伝
え
よ
う
と
い

う
気
持
ち
を
も
っ
て
話
す
こ
と

で
、
相
手
も
理
解
す
る
ま
で
質

問
し
て
く
れ
た
り
、「
こ
れ
の

こ
と
？
」
と
聞
い
て
く
れ
た
り

と
分
か
る
よ
う
に
努
力
し
て
く

れ
、
会
話
に
対
し
て
の
ス
ト
レ

ス
や
恥
ず
か
し
さ
が
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
留
学
に
行
く
前
ま
で

は
、
相
手
か
ら
話
し
か
け
ら
れ

な
い
と
友
人
を
作
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
り
、
他
の
人
と
話

す
勇
気
が
出
な
か
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
が
、
留
学
に
行
っ
て

か
ら
は
同
じ
ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ

に
入
っ
て
い
る
人
と
自
分
か
ら

積
極
的
に
会
話
を
し
、
相
手
か

ら
で
は
な
く
自
分
か
ら
友
人
を

作
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
６
か
月
間
を
さ

ら
に
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た

め
に
、
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

週
末
に
友
達
と
プ
ラ
ザ
へ
遊
び
に
行
っ
て
い
る
時（
森
井
さ
ん
は
前
列
左
）

「
進
路
探
究
の
日
」開
催

「
進
路
探
究
の
日
」開
催

　

生
徒
達
は
そ
れ
ぞ
れ
１７
会
場
に

分
か
れ
、
前
半
７
、
後
半
６
講
座

の
中
か
ら
各
自
が
選
ん
だ
６0
分
間

の
講
義
を
2
本
受
講
し
た
。

　

専
修
大
学
経
済
学
部
の
泉
留
維

教
授
の
「
私
た
ち
の
食
と
途
上
国

の
環
境
」
と
い
う
講
義
は
、
経
済

学
の
視
点
か
ら
見
た
日
本
の
食
に

よ
る
途
上
国
の
環
境
変
化
が
テ
ー

マ
。
日
本
は
食
生
活
の
変
化
や
農

業
の
衰
退
な
ど
の
理
由
か
ら
食
料

自
給
率
が
低
く
、
先
進
国
で
最
低

水
準
の
た
め
、
海
外
か
ら
様
々
な

種
類
の
食
材
を
大
量
に
輸
入
し
て

い
る
。
発
展
途
上
国
か
ら
も
多
く

輸
入
し
て
お
り
、
多
く
の
食
料
が

生
産
さ
れ
る
が
、
そ
れ
な
り
に
土

地
や
環
境
に
負
荷
が
か
か
っ
て
い

る
。
で
は
、
買
う
側
に
は
何
が
で

き
る
の
か
、
ど
う
い
っ
た
責
任
が

生
じ
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を

実
際
の
商
品
を
取
り
上
げ
な
が
ら

考
え
た
。

　

日
本
の
よ
う
な
買
う
側
の
国
に

も
、
売
る
側
の
国
に
対
し
て
貿
易

が
環
境
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る

責
任
が
あ
り
、
現
実
的
か
つ
有
効

的
な
方
法
で
対
処
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
富
山
短
期
大
学
健
康
福

祉
学
科
の
関
好
博
教
授
は
「
人
間

関
係
を
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
技
術
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ

ツ
を
軸
に
講
義
を
展
開
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
役
で
あ
る
聞

き
手
が
積
極
的
に
話
さ
な
い
と
会

話
は
続
か
ず
、
相
手
の
話
に
耳
を

傾
け
る
姿
勢
が
大
切
な
こ
と
、
あ

い
さ
つ
は
会
話
を
始
め
る
一
歩
と

な
り
、
相
手
に
好
意
的
に
関
わ
ろ

う
と
す
る
意
思
表
示
に
つ
な
が
る

こ
と
、「
笑
顔
は
人
と
人
と
の
接
着

剤
」
と
い
う
言
葉
な
ど
を
学
ん
だ
。

１
・
２
年
生

文
化
祭１１月

に
開
催

　

第
３４
回
文
化
祭
が
１１
月
１
日
に

開
催
さ
れ
る
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

生
徒
会
執
行
部
を
中
心
に
考
え
た

「
咲
（Bloom

）
～
個
性
で
彩
り

を
～
」
に
決
定
し
た
。「
咲
」
か

ら
、
カ
ラ
フ
ル
な
個
性
が
花
の
よ

う
に
咲
き
乱
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
連

想
。
文
化
祭
と
い
う
キ
ャ
ン
バ
ス

に
、
独
自
の
カ
ラ
ー
を
持
っ
て
い

る
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
関
わ
り
活
躍

し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
願
い
を
表

し
て
い
る
。

　

ク
ラ
ス
企
画
・
展
示
は
、
こ
れ

か
ら
「
多
様
性
」「
主
体
性
」
の

要
素
や
世
界
観
（
カ
ラ
フ
ル
）
に

沿
っ
て
各
ク
ラ
ス
の
文
化
委
員
を

中
心
に
企
画
さ
れ
、
９
月
３
日
ま

で
に
案
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

文
化
祭
当
日
は
１１
時
か
ら
１３
時

20
分
ま
で
の
間
が
自
由
鑑
賞
と
な

り
、
ク
ラ
ス
企
画
の
時
間
に
な

る
。
集
中
準
備
期
間
は
１0
月
2８
日

か
ら
３１
日
ま
で
。

ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
う
こ
と
で
、

作
業
効
率
の
向
上
が
望
め
る
こ
と

が
最
大
の
魅
力
で
あ
る
よ
う
だ
。

　

本
校
の
情
報
の
授
業
で
は
、
チ

ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
以
外
の
生
成
Ａ
Ｉ

を
使
い
、
画
像
や
歌
を
作
っ
た
り

議
論
を
し
た
り
し
て
思
考
を
深
め

る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
。
教

材
な
ど
の
作
成
に
は
、
チ
ャ
ッ
ト

Ｇ
Ｐ
Ｔ
だ
け
で
な
くGemini

、

Claude

、Preplexity

な
ど
様
々

な
Ａ
Ｉ
も
使
っ
て
お
り
、「
使
わ

な
い
日
は
な
い
」
そ
う
だ
。

　

情
報
の
授
業
を
通
し
て
生
成
Ａ

Ｉ
を
知
り
、
興
味
を
持
っ
た
が
上

手
く
活
用
す
る
方
法
が
わ
か
ら
な

い
と
い
う
人
の
た
め
に
、
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
生
成
Ａ
Ｉ
を
上
手

く
使
う
方
法
を
紹
介
す
る
。
第
一

に
、「
役
割
を
与
え
る
こ
と
」。
生

　

主
人
公
の
女
子
高
生
、
奈
々
子

は
、
家
で
飼
っ
て
い
た
愛
犬
ニ
ー

ナ
に
会
い
に
父
と
カ
ン
ボ
ジ
ア

へ
。
父
は
会
社
を
辞
め
、
地
雷
で

苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
う
た
め
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
義
足
製
作
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と
に
。
一

方
、
父
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
送
っ
た

ニ
ー
ナ
は
、
マ
リ
リ
ン
、
リ
ッ
キ

ー
、
マ
イ
ケ
ル
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
ら

の
地
雷
探
知
犬
と
と
も
に
日
々
訓

練
に
励
む
の
だ
っ
た
。

母
親
は
奈
々
子
に
「
地
雷
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
人
々
を
無
差
別
に
殺

す
。
毎
日
こ
の
よ
う
な
恐
怖
と
闘

っ
て
い
る
」
と
語
る
。
そ
し
て

奈
々
子
は
、
自
分
に
何
か
で
き
な

い
か
と
か
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
ん
な
中
、
ニ
ー
ナ
と
再
会
し

た
奈
々
子
は
散
歩
中
に
Ｃ
１７
地
区

と
呼
ば
れ
る
地
雷
原
に
迷
い
込
ん

で
し
ま
い
、
絶
体
絶
命
の
ピ
ン
チ

に
陥
る
。
地
雷
除
去
の
隊
員
ら
が

助
け
に
来
た
も
の
の
何
も
で
き
な

い
中
、
ま
だ
十
分
に
訓
練
さ
れ
て

い
な
い
ニ
ー
ナ
が
奈
々
子
を
救
う

の
だ
っ
た
。

　

今
回
の
演
劇
鑑
賞
で
は
、
戦
争

の
不
条
理
さ
や
地
雷
の
恐
ろ
し
さ

を
学
ん
だ
。
そ
し
て
多
く
の
生
徒

が
感
動
し
、
涙
を
流
し
て
い
る
人

も
い
た
。
演
じ
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ル
ド
の
劇
団
員
は
「
地
球
上
で

苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
。
皆
さ
ん
に
は
こ

つ
こ
つ
と
自
分
が
で
き
る
こ
と
を

し
て
」
と
話
し
て
い
た
。

【
山
本
瑞
姫
】

　

カ
ン
ボ
ジ

ア
に
着
い
た

奈
々
子
と
父

は
、
地
雷
の

た
め
義
足
と

な
っ
た
地
元

の
案
内
人
に

付
き
添
わ
れ

て
ニ
ー
ナ
を

探
す
。
し
か

し
あ
る
所
で

地
雷
が
爆
発

し
、
担
架
で

運
ば
れ
る
少

年
を
目
の
当

た
り
に
す

る
。
そ
の
少

年
は
亡
く
な

っ
て
し
ま
う

が
、
少
年
の


